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は
じ
め
に

　

巨
勢
文
雄
が
、
弟
子
の
三
善
清
行
を
推
薦
す
る
状
に
「
清
行
の
才
名
時
輩
に
超

越
す
」
と
書
き
、
そ
れ
を
菅
原
道
真
が
嘲
っ
て
、「
超
越
」
を
「
愚
魯
」
に
改
め

た
説
話
（『
江
談
抄
』
巻
五
・
44
）
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ

ゆ
る
昌
泰
の
変
に
お
け
る
道
真
と
清
行
の
関
係
を
想
起
さ
せ
る
話
柄
で
あ
る
が
、

文
雄
は
道
真
の
詩
友
で
も
あ
っ
た
（『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
263
）。
道
真
が
心
を
許

し
た
友
は
少
な
か
っ
た
が
、
文
雄
は
、
そ
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
文
雄
自
身
、

文
章
博
士
と
し
て
儒
者
の
頂
点
に
立
っ
た
人
物
で
あ
り
、
検
討
に
値
す
る
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
、
文
雄
に
つ
い
て
の
専
論
は
、
な
い
と
い
っ
て
も
い
い
。
辞
書
的

　

巨
勢
文
雄
考
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『
菅
家
文
草
』
に
道
真
と
の
贈
答
が
見
ら
れ
る
巨
勢
文
雄
に
つ
い
て
、
伝
記
考
證
を

中
心
に
考
察
を
加
え
た
。
道
真
の
交
流
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
平
安
前
期
の
儒

者
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
た
め
で
あ
る
。

な
説
明
、
例
え
ば
、
後
藤
昭
雄
「
巨
勢
文
雄
」（『
平
安
時
代
史
事
典
』
角
川
書
店
・

一
九
九
四
年
）
が
あ
る
が
、簡
便
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、近
年
で
は
、濱
田
寛
「
貞

観
十
三
年
十
月
廿
一
日
応
天
門
勘
文
考
」（『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
の
基
底
』
武
蔵

野
書
院
・
二
〇
〇
六
年
）、
小
野
泰
央
「
大
江
維
時
論
│
「
稽
古
の
力
」
│
」（『
平

安
朝
天
暦
期
の
文
壇
』
風
間
書
房
・
二
〇
〇
八
年
、
一
九
九
二
年
初
出
）
に
文
雄

伝
が
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
文
雄
の
伝
記
考
證
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
概

略
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
巨
勢
文
雄
に
つ
い
て
論
じ
る
。
伝
記
考
證
を
主
と
し
つ
つ
、
当
時

の
儒
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
時
代
の
詩
人
・
儒
者
に
つ
い

て
は
、
菅
原
道
真
が
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
道
真
は
、
紀
伝
道
出
身
者
の
中
で

は
異
質
な
存
在
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
道
真
以
外
の
詩
人
・

儒
者
の
検
討
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。
本
稿
は
、
そ
の
一
環
で
あ
る（

1
）。

一
、
家
系
・
父
・
兄
弟

　

文
雄
は
、
旧
姓
味
酒
首
で
あ
る
。
貞
観
三
年
九
月
二
日（

2
）

　

の
巨
勢
河
守
の
奏
言
に
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よ
っ
て
、
味
酒
首
を
改
め
て
巨
勢
朝
臣
を
賜
っ
て
い
る
。
河
守
奏
言
に
引
用
さ
れ

る
文
雄
の
款
に
は
、「
先
祖
は
武
内
宿
禰
大
臣
自よ

り
出
づ
る
也
。
大
臣
の
第
五
男

巨
勢
男
韓
宿
禰
は
、
是
れ
巨
勢
朝
臣
の
祖
な
り
。
第
三
男
平
群
木
兎
（
菟
）
宿
禰

は
、
即
ち
是
れ
文
雄
の
祖
也
。
木
兎
宿
禰
の
後
、
味
酒
臣
姓
を
賜
ふ
」
と
記
さ
れ

る
。
即
ち
、
武
内
宿
禰
を
祖
と
し
、
巨
勢
男
韓
宿
禰
の
三
男
、
平
群
木
菟
宿
禰
を

直
接
の
祖
と
す
る
と
い
う
。
な
お
、木
菟
宿
禰
の
後
身
が
味
酒
臣
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
款
が
初
見
で
あ
る
。

　

文
雄
の
款
は
続
け
て
、「
淪
落
し
て
伊
勢
国
に
貫
せ
ら
る
。
文
雄
の
祖
宗
に
至

り
て
、
臣
を
改
め
首
姓
を
賜
ふ
。
貫
を
左
京
に
入
る
。
事
図
諜
に
煥あ
き
ら

か
な
れ
ば
、

敢
へ
て
具つ
ぶ
さ

に
載
せ
ず
」
と
い
う
。
伊
勢
国
に
貫
さ
れ
、
首
姓
を
賜
っ
た
時
期
は

確
定
で
き
な
い
。
左
京
に
貫
を
移
さ
れ
た
時
期
も
明
ら
か
で
は
な
い（

3
）。

　

以
上
が
文
雄
の
家
系
で
あ
る
が
、「
淪
落
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
没
落
し
て

い
た
。
文
雄
の
款
に
は「
孤
り
悴
族
と
為
り
、久
し
く
栄
途
に
隔
た
る
」と
も
あ
り
、

ま
っ
た
く
衰
え
た
氏
族
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
か
、
文
雄
の
父
に
つ

い
て
は
、
正
史
な
ど
に
記
録
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
五
位
に
達
す
る
こ

と
な
く
官
途
を
終
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、醍
醐
寺
本
『
水
言
抄
』
目
録
に
「
味

酒
文
雄
父
事
〈
字
酒
泉
事
〉」
と
見
え
、
文
雄
の
父
の
字
が
「
酒
泉
」
で
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
。
目
録
の
み
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
言
談
内
容
は
不
明
で
あ
る

が
、
字
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
学
寮
で
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。

　

先
の
改
姓
記
事
に
は
「
左
京
人
大
内
記
従
七
位
上
味
酒
首
文
雄
、
山
城
少
目
従

八
位
下
味
酒
首
文
主
、
文
章
生
無
位
味
酒
首
文
宗
等
三
人
に
並
び
に
巨
勢
朝
臣
を

賜
ふ
」
と
あ
り
、
文
雄
を
含
め
三
人
が
巨
勢
朝
臣
を
賜
っ
た
わ
け
だ
が
、
文
雄
の

款
に
「
式
微
の
歎
、
弟
兄
深
く
鯾む

せ

ぶ
」
と
、
兄
弟
で
味
酒
首
が
衰
え
た
こ
と
を
嘆

く
と
い
う
の
だ
か
ら
、
文
主
、
文
宗
は
、
文
雄
の
弟
と
推
測
さ
れ
る
。

　

改
姓
時
点
で
山
城
少
目
従
八
位
下
で
あ
っ
た
文
主
は
、
元
慶
五
年
八
月
二
十
一

日
に
「
採
銅
使
正
六
位
上
巨
勢
朝
臣
文
主
」、
元
慶
七
年
十
二
月
十
七
日
に
「
散

位
助
正
六
位
上
巨
勢
朝
臣
文
主
」
と
し
て
見
え
る
。
後
者
は
、
班
田
の
た
め
に
河

内
国
に
遣
わ
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
元
慶
の
班
田
に
は
、
文
雄
も
関
わ
っ
て

い
る
（
後
述
）。

　

文
主
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
資
料
し
か
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
文
宗
は
、
改
姓

時
点
で
文
章
生
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
経
歴
に
は
儒

者
と
し
て
の
側
面
が
看
取
さ
れ
る
。

　

文
宗
は
、『
外
記
補
任（

4
）』

に
よ
れ
ば
、元
慶
四
年
に
「（
少
外
記
）
巨
勢
文
宗
〈
文

章
生
正
月
廿
一
日
任
／
元
越
中
掾
〉」
と
あ
り
、
文
章
生
か
ら
少
外
記
に
任
じ
ら

れ
て
い
る（

5
）。

元
越
中
掾
と
あ
る
の
は
、
文
章
生
外
国
か（

6
）。『

外
記
補
任
』
元
慶
六

年
に
、「（
大
外
記
）
巨
勢
文
宗
〈
三
月
三
日
任
〉」
と
あ
り
、
少
外
記
か
ら
大
外

記
に
転
じ
て
い
る
。
但
し
、
二
月
三
日
に
少
外
記
に
任
じ
ら
れ
た
大
蔵
善
行
が
、

文
宗
の
後
任
と
考
え
ら
れ
る
の
で（

7
）、「

三
月
」
は
「
二
月
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。『
日

本
三
代
実
録
』
元
慶
六
年
九
月
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、「
大
外
記
正
六
位
上
巨
勢

文
宗
」
と
し
て
見
え
、「
内
裏
犬
産
」
に
よ
る
伊
勢
大
神
宮
の
奉
幣
に
つ
い
て
先

例
を
あ
げ
て
い
る
。
元
慶
八
年
二
月
二
十
三
日
に
外
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
仁

和
元
年
正
月
十
六
日
に
「
外
従
五
位
下
行
大
外
記
巨
勢
朝
臣
文
宗
を
河
内
介
と
為

す
」
と
、
河
内
介
に
転
じ
て
い
る
。
以
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
仁
和
元
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年
に
、
文
雄
は
六
十
二
歳
な
の
で
、
弟
と
目
さ
れ
る
文
宗
も
五
十
代
に
入
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
間
も
な
く
没
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、『
類

聚
符
宣
抄
』
に
は
外
記
時
代
の
文
宗
が
奉
じ
た
宣
旨
が
四
通
見
え
る（

8
）。

文
宗
に
関

す
る
資
料
は
少
な
い
も
の
の
、
紀
伝
道
に
学
ん
で
お
り
、
文
雄
と
同
じ
く
儒
者
の

道
を
歩
ん
だ
と
い
え
る
。「
式
微
の
歎
」
の
あ
る
家
で
官
界
に
出
る
に
は
、
や
は

り
学
問
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
文
章
得
業
生
か
ら
対
策

及
第
し
て
出
身
し
た
文
雄
に
比
べ（
及
第
時
三
十
七
歳
）、明
ら
か
に
官
位
は
低
い
。

文
宗
が
文
章
生
か
ら
少
外
記
に
任
じ
ら
れ
た
元
慶
四
年
に
は
、文
雄
は
五
十
七
歳
。

文
宗
が
十
歳
年
少
だ
と
し
て
も
、
既
に
四
十
七
歳
で
あ
る
。
文
雄
と
文
宗
は
、
同

じ
く
紀
伝
道
に
学
ん
で
は
い
た
が
、
得
業
生
出
身
と
文
章
生
出
身
と
で
は
、
や
は

り
大
き
な
差
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
対
策
及
第
か
ら
民
部
少
輔
ま
で

　
『
日
本
紀
略
』
寛
平
四
年
三
月
五
日
条
に
「
修
理
大
夫
兼
勘
解
由
長
官
従
四
位

下
巨
勢
朝
臣
文
雄
卒
す
〈
年
六
十
九
〉」
と
あ
る
の
で
、
文
雄
は
、
天
長
元
年
に

生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
菅
原
道
真
（
承
和
十
二
年
生
）
よ
り
二
十
一
歳
年
長
、

菅
原
是
善
（
弘
仁
三
年
生
）
よ
り
十
二
歳
年
少
、
島
田
忠
臣
（
天
長
四
年
生
）
よ

り
四
歳
年
長
で
、
忠
臣
と
同
世
代
と
な
る
。

　

父
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
と
お
り
、
字
し
か
分
か
ら
ず
、
母
も
不
明
で
あ
る
。

文
雄
の
幼
少
時
代
及
び
文
章
生
、
得
業
生
時
代
の
事
績
は
伝
わ
ら
な
い
。

　

文
雄
が
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
貞
観
二
年
六
月
十
四
日
の
加
階
記
事
で
あ

る
。「
前
文
章
得
業
生
正
八
位
下
味
酒
首
文
雄
に
三
階
を
加
叙
す
。
対
策
及
第
を

以
て
也
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
文
章
得
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。

得
業
生
の
定
員
は
二
名
だ
が
、
古
藤
真
平
の
一
覧
に
よ
れ
ば（

9
）、

承
和
四
年
に
大
江

音
人
が
秀
才
、
承
和
八
年
二
月
に
和
気
貞
臣
が
得
業
生
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

貞
観
五
年
七
月
二
十
二
日
以
前
に
御
船
助
道
が
得
業
生
で
あ
る
。
音
人
は
、
承
和

十
二
年
に
対
策
不
第
で
は
あ
る
も
の
の
、
仁
寿
三
年
十
月
に
丁
第
に
改
判
。
貞
臣

は
、
承
和
十
年
五
月
十
五
日
に
「
文
章
得
業
生
正
六
位
下
和
気
朝
臣
貞
臣
対
策
。

之
れ
を
判
じ
て
不
第
と
為
す
」
と
対
策
不
第
で
、
承
和
十
四
年
に
大
学
大
允
に
任

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
（
仁
寿
三
年
四
月
十
四
日
貞
臣
卒
伝
）、
音
人
、
貞
臣
、
い

ず
れ
も
、
文
雄
と
同
じ
時
期
の
得
業
生
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
助
道
と
同

時
期
に
得
業
生
か（
10
）。

　

橘
広
相
が
貞
観
六
年
八
月
八
日
に
対
策
及
第
し
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』
元
慶

八
年
）。
ま
た
、
大
中
臣
国
雄
が
貞
観
八
年
正
月
七
日
に
は
既
に
得
業
生
と
し
て

見
え
る
。
国
雄
は
、
貞
観
八
年
七
月
十
四
日
に
は
散
位
な
の
で
、
そ
れ
以
前
に
得

業
生
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
雄
の
後
に
広
相
、
助
道
の
後
に
国
雄
が
得
業

生
に
な
っ
た
か
。

　

こ
の
頃
の
文
章
博
士
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
承
和
十
二
年
三
月
五
日
に
菅
原

是
善
が
任
じ
ら
れ
て
お
り
（『
公
卿
補
任
』
貞
観
十
四
年
は
十
一
日
と
す
る
）、
春

澄
善
縄
が
承
和
十
年
二
月
十
日
任
で
、
同
十
五
年
二
月
十
四
日
ま
で
は
文
章
博
士

と
し
て
見
え
る
。
当
初
、
是
善
と
善
縄
と
が
文
章
博
士
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
善

縄
が
離
任
し
た
後
は
、
是
善
一
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
貞
観
九
年
二
月
十
一
日
に

文
雄
と
橘
広
相
が
任
じ
ら
れ
る
ま
で
、
是
善
が
文
章
博
士
で
あ
っ
た
。
文
雄
は
、
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是
善
の
博
士
時
代
に
、
恐
ら
く
は
文
章
生
、
文
章
得
業
生
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。

　

な
お
、
文
雄
は
、
大
江
音
人
の
弟
子
だ
と
さ
れ
る
。
音
人
薨
伝
（『
扶
桑
略
記
』

貞
観
十
九
年
十
一
月
三
日
条
）
に
「
文
雄
貫
首
の
弟
子
也
」
と
あ
る
。
音
人
は
文

章
博
士
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
私
的
な
師
弟
関
係
か
と
思
わ
れ
る
が
、
の
ち
の

文
雄
の
経
歴
を
辿
る
と
、
弁
官
と
し
て
実
務
に
通
達
し
た
官
人
で
あ
っ
た
と
評
価

で
き
、
こ
れ
は
音
人
の
特
徴
で
も
あ
り
、
詩
人
的
性
質
を
強
く
持
つ
是
善
と
は
対

照
的
な
側
面
で
あ
る（
11
）。

　

文
雄
は
、
貞
観
二
年
に
対
策
及
第
し
た
の
だ
が
、
こ
の
時
、
三
十
七
歳
で
あ
る
。

対
策
及
第
の
年
齢
を
概
観
す
れ
ば
、
菅
原
清
公
は
延
暦
十
七
年
三
月
二
十
五
日
及

第
（『
公
卿
補
任
』
承
和
六
年
）、
二
十
九
歳
。
春
澄
善
縄
は
天
長
七
年
対
策
及
第

（
貞
観
十
二
年
二
月
十
九
日
薨
伝
）、
三
十
四
歳
。
菅
原
是
善
は
承
和
六
年
十
一
月

五
日
対
策
及
第
、二
十
八
歳
。
大
江
音
人
は
承
和
十
二
年
対
策
及
第（『
公
卿
補
任
』

貞
観
六
年
）、
三
十
五
歳（
12
）。

橘
広
相
は
貞
観
六
年
八
月
八
日
に
対
策
及
第
（『
公
卿

補
任
』
元
慶
八
年
）、
二
十
八
歳
。
都
良
香
は
貞
観
十
一
年
六
月
十
九
日
対
策
及

第
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）、
三
十
六
歳
。
菅
原
道
真
は
貞
観
十
二
年
五
月
十
七

日
対
策
及
第
（『
菅
家
文
草
』
巻
八
）、
二
十
六
歳
、
と
な
る
。

　

以
上
を
見
る
に
、
文
雄
の
三
十
七
歳
は
、
極
端
に
遅
い
わ
け
で
は
な
い
。
菅
家

三
代
や
橘
広
相
が
二
十
代
で
あ
る
以
外
は
、
三
十
代
半
ば
か
ら
後
半
に
及
第
し
て

お
り
、
文
雄
も
同
レ
ベ
ル
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

文
雄
は
、
対
策
及
第
に
よ
っ
て
三
階
を
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
中
上

の
成
績
で
及
第
し
た
こ
と
を
意
味
す
る（

13
）。

　

続
い
て
文
雄
が
資
料
に
登
場
す
る
の
は
、
前
述
し
た
貞
観
三
年
九
月
二
十
六
日

の
改
姓
記
事
で
あ
る
。
こ
の
時
文
雄
は
「
大
内
記
従
七
位
上
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ

以
前
に
大
内
記
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
貞
観
八
年
正
月
十
三
日
に
民
部
少

輔
に
遷
る
ま
で
大
内
記
で
あ
る
。

　

文
雄
以
前
の
大
内
記
と
し
て
は
高
階
菅
根
が
い
る
。
貞
観
二
年
正
月
十
六
日
に

「
従
五
位
下
行
大
内
記
高
階
真
人
菅
根
を
遠
江
守
と
為
す
」
と
、
大
内
記
か
ら
遠

江
守
に
遷
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
後
任
で
あ
ろ
う
。
前
年
六
月
に
対
策
及
第
に
よ

っ
て
加
階
さ
れ
、そ
れ
以
後
大
内
記
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
し
ば
ら
く
間
が
あ
る
が
、

例
え
ば
、
大
江
音
人
は
、
承
和
十
二
年
四
月
十
九
日
に
献
策
し
て
、
翌
正
月
十
三

日
に
少
内
記
に
任
じ
ら
れ
（『
公
卿
補
任
』
貞
観
六
年
）、
菅
原
是
善
は
承
和
六
年

七
月
二
十
六
日
に
対
策
、
十
一
月
に
中
上
と
判
定
さ
れ
、
翌
年
六
月
十
日
に
大
学

大
允
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
（
同
貞
観
十
四
年
）、
及
第
後
す
ぐ
に
任
官
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
但
し
、
対
策
及
第
後
に
任
じ
ら
れ
る
官
職
は
、
少
内
記
、
大
学
少
允

な
ど
が
多
く
、
大
内
記
に
任
じ
ら
れ
た
例
は
見
え
な
い（
14
）。

従
っ
て
、
文
雄
も
大
内

記
以
前
に
別
の
官
職
に
任
じ
ら
れ
（
少
内
記
か
）、
そ
の
後
大
内
記
に
転
じ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

同
僚
と
し
て
は
、
安
倍
清
行
が
想
定
さ
れ
る
。
清
行
は
貞
観
元
年
正
月
二
十
八

日
に
既
に
大
内
記
で
あ
り
、
貞
観
二
年
十
一
月
十
六
日
に
も
大
内
記
と
し
て
見
え

る
。
貞
観
六
年
正
月
十
六
日
に
は
既
に
勘
解
由
次
官
な
の
で
、
そ
れ
以
前
に
大
内

記
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
清
行
は
、
道
真
の
詩
友
・
興
行
の
兄
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
時
期
の
少
内
記
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
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貞
観
三
年
九
月
二
十
六
日
、
左
京
人
大
内
記
従
七
位
上
味
酒
首
文
雄
、
山
城
少

目
従
八
位
下
味
酒
首
文
主
、
文
章
生
無
位
味
酒
首
文
宗
ら
三
人
に
巨
勢
朝
臣
を
賜

っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
の
、
左
京
権
亮
従
五
位
下
巨
勢
朝
臣
河
守
の
奏
言
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
河
守
の
奏
言
は
、
ほ
ぼ
文
雄
の
款
の
引
用
か
ら
な
る
。
そ
の
一
部
は

先
に
引
用
し
た
が
、味
酒
首
の
系
譜
を
述
べ
て
い
た
。
改
姓
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

巨
勢
朝
臣
と
同
祖
で
あ
り
な
が
ら
、「
孤
り
悴
族
と
為
り
、
久
し
く
栄
途
に
隔
た
」

っ
て
お
り
、「
加
以
、
酒
の
用
為
る
や
、
礼
を
成
す
を
貴
ぶ
と
唯い
へ
ど

も
、
耽
淫
の
失
、

鑑
誡
深
く
す
る
攸
な
り
。
而
る
に
今
味
酒
を
姓
と
為
し
、
副
ふ
る
に
首
字
を
以
て

す
。
之マ

味マ

既
に
吉
祥
に
非
ず
。
况い
は
ん復
や
当
に
其
の
首
為
る
べ
き
な
る
を
や
。
是
を

以
て
改
姓
の
望
、
朝
夕
思
を
刻き
ざ

み
、
式
微
の
歎
、
弟
兄
深
く
鯾む

せ

ぶ
」
と
い
う
の
で

あ
る
。「
味
酒
首
」
の
文
字
面
を
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
酒
と
い
う
の
は
、
儀
礼

に
用
い
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
度
を
超
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

今
の
姓
は
、
そ
の
酒
を
用
い
、
し
か
も
「
首
」（
＝
第
一
）
で
あ
る
。
だ
か
ら
改

姓
し
て
欲
し
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る（
15
）。

そ
し
て
「
巨
勢
の
華
宗
に
入
」
る
こ
と
を

願
う
の
だ
が
、
味
酒
首
は
平
群
の
後
裔
で
あ
る
か
ら
、
平
群
の
姓
を
賜
る
べ
き
だ

が
、「
平
群
の
字
、
称
謂
是
れ
凡
な
り
、
巨
勢
の
文
、
義
理
愛
す
る
に
堪
ふ
。
恒

に
昆
弟
と
作
る
、
実
に
親
疎
无
か
る
べ
し
。
既
に
他
に
匪
ず
と
云
ふ
、
詎
ぞ
其
の

去
就
を
論
ぜ
ん
」
と
主
張
し
て
、
文
雄
の
款
は
終
わ
る
。「
平
群
」「
巨
勢
」
に
つ

い
て
も
、文
字
面
を
問
題
に
し
て
い
る
。「
平
群
」
は
そ
の
文
字
が
「
平
」（
平
凡
）、

「
群
」（
群
れ
）
で
、
字
義
は
「
凡
」
で
あ
る
、
そ
れ
に
比
べ
、「
巨
勢
」
は
、「
巨
」

と
い
い
「
勢
」
と
い
い
「
愛
す
る
に
堪
ふ
」。
さ
ら
に
、
平
群
と
巨
勢
は
、「
他
に

匪
ず
」（
＝
兄
弟（
16
））、

巨
勢
を
賜
っ
て
も
問
題
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
ご
と
き
文
雄
の
款
を
引
用
し
た
河
守
は
、「
謹
み
て
本
系
を
撿
す
る
に
、

已
に
同
宗
た
る
を
知
る
。
其
の
愁
ふ
る
所
を
見
る
に
、
理
当
に
聴
許
す
べ
し
。
特

に
巨
勢
朝
臣
の
姓
を
賜
ひ
、
将
に
沈
淪
せ
る
族
人
の
懐
を
慰
め
ん
と
す
」
と
い
う

こ
と
で
奏
上
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
奏
言
は
認
め
ら
れ
、
文
雄
ら
は
、
味
酒
首
か
ら
巨
勢
朝
臣
に
姓
を
改
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。「
味
酒
首
」
の
文
字
面
を
嫌
っ
て
の
改
姓
願
い
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
文
字
通
り
に
信
じ
て
い
い
か
疑
問
は
残
る
も
の
の
、
沈
淪
し
て
い
る
現
状
か

ら
の
脱
却
を
図
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
文
雄
、
文
宗
は
紀
伝
道
に

学
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
、
官
僚
と
し
て
の
位
置
を
得
る
こ
と
に
も
繫
が
る
。
こ

の
点
、
喪
葬
関
係
官
人
の
系
統
で
あ
っ
た
土
師
氏
が
改
姓
を
奏
言
し
、
願
い
出
た

古
人
の
子
・
清
公
以
来
、
文
人
官
僚
と
し
て
の
立
場
を
獲
得
し
た
菅
原
氏
と
重
な

る
。

　

貞
観
五
年
正
月
七
日
、
正
六
位
上
大
内
記
で
あ
っ
た
文
雄
は
、
従
五
位
下
を
授

け
ら
れ
た
。
貞
観
二
年
六
月
十
四
日
に
従
七
位
上
に
叙
さ
れ
て
、
二
年
半
で
二
階

上
り
、
五
位
に
到
達
し
た
こ
と
に
な
る
。
文
雄
以
前
に
、
味
酒
氏
で
五
位
に
登
っ

た
も
の
は
皆
無
で
、
恐
ら
く
は
父
の
位
階
も
越
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
、

四
十
歳
で
あ
る（

17
）。

　

貞
観
八
年
正
月
十
三
日
、「
従
五
位
下
行
大
内
記
巨
勢
朝
臣
文
雄
を
民
部
少
輔

と
為
す
」
と
、
大
内
記
か
ら
民
部
少
輔
に
遷
っ
た
。
貞
観
九
年
二
月
十
一
日
に
文

章
博
士
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
の
ほ
ぼ
一
年
間
を
民
部
少
輔
と
し
て
過
ご
す
こ
と
に
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な
る
。

　

こ
の
時
期
の
民
部
卿
は
、
伴
善
男
で
あ
る
。
善
男
は
、
貞
観
元
年
十
二
月

二
十
一
日
に
民
部
卿
に
任
じ
ら
れ
、応
天
門
炎
上
後
、貞
観
八
年
八
月
七
日
に
「
勘

解
由
使
局
に
於
て
、
大
納
言
正
三
位
兼
行
民
部
卿
太
皇
大
后
宮
大
夫
伴
宿
禰
善
男

を
鞫
問
す
」
と
尋
問
さ
れ
、
九
月
二
十
二
日
に
配
流
さ
れ
る
。
文
雄
の
最
初
の
上

司
と
な
る
。
応
天
門
の
変
で
善
男
が
流
さ
れ
た
後
、
貞
観
九
年
正
月
十
二
日
に
南

淵
年
名
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
わ
ず
か
な
期
間
の
上
司
で
あ
る
。

　

民
部
大
輔
に
は
、
輔
世
王
が
貞
観
七
年
正
月
二
十
七
日
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

貞
観
十
年
二
月
十
七
日
に
山
城
守
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
、
大
輔
で
あ
る
。

　

民
部
省
官
に
は
紀
伝
道
出
身
者
が
任
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
先
の
南
淵
年
名

も
そ
う
だ
が
、
少
輔
に
限
っ
て
も
、
多
治
貞
岑
（
天
長
十
四
年
任
。
貞
観
十
六
年

十
一
月
九
日
卒
伝
）、
大
江
音
人
（
仁
寿
二
年
十
一
月
一
日
任
。『
公
卿
補
任
』
貞

観
六
年
）、
橘
広
相
（
貞
観
十
二
年
二
月
十
四
日
任
）、
菅
原
道
真
（
貞
観
十
六
年

二
月
二
十
九
日
任
。『
公
卿
補
任
』
寛
平
五
年
他
）
ら
が
い
る
。
道
真
が
「
聞き
く

説な
ら

く
劇
官
戸
部
郎
、
人
臣
何
ぞ
簡え
ら

ば
ん
職
の
閑
忙
を
」（「
拝
戸
部
侍
郎
聊
書
所
懐
、

呈
田
外
史
」『
菅
家
文
草
』
巻
一
・
69
）
と
詠
ん
だ
よ
う
に
、
激
職
で
あ
っ
た
。

　

文
雄
は
、
文
章
得
業
生
か
ら
対
策
及
第
し
て
、
大
内
記
、
民
部
少
輔
に
任
じ
ら

れ
た
。
い
か
に
も
紀
伝
道
出
身
者
ら
し
い
官
歴
で
あ
る
。
沈
淪
し
て
い
た
氏
族
と

し
て
は
、
十
分
以
上
の
出
世
で
あ
ろ
う
か
。
文
雄
の
心
情
を
示
す
資
料
が
な
い
の

で
憶
測
す
る
し
か
な
い
が
、「
栄
途
に
隔
た
」
り
、「
式
微
の
歎
」
を
抱
い
て
い
た

文
雄
に
と
っ
て
は
、
紀
伝
道
に
学
び
、
改
姓
を
願
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
栄
達
の
道

が
開
け
た
と
い
え
よ
う
か
。
資
料
の
少
な
さ
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
も
の
の
、

こ
こ
ま
で
の
文
雄
に
は
、
特
段
摂
関
家
以
下
貴
族
の
庇
護
を
願
っ
た
様
子
も
窺
わ

れ
な
い
。
文
雄
の
学
問
が
、
こ
の
地
位
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
文

雄
の
儒
者
と
し
て
の
能
力
は
、
続
い
て
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

か
な
り
高
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

三
、
文
章
博
士
時
代

　

文
雄
は
、
貞
観
九
年
二
月
十
一
日
に
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
。
四
十
四
歳
で

あ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
は
「
民
部
少
輔
従
五
位
下
巨
勢
朝
臣
文
雄
、
従
五
位

下
行
右
衛
門
大
尉
橘
朝
臣
博
覧
、
並
び
に
文
章
博
士
と
為
す
」
と
記
す
。
橘
博
覧

（
広
相
）
と
同
時
の
任
で
あ
る
。
広
相
は
、
三
十
一
歳
。

　

文
章
博
士
の
前
任
者
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
菅
原
是
善
で
あ
る
。
是
善
は
、
一

時
期
、
春
澄
善
縄
と
と
も
に
博
士
の
任
に
あ
っ
た
が
、
善
縄
が
離
任
し
た
後
は
一

人
で
そ
の
任
に
当
た
り
、
ほ
ぼ
二
十
年
を
、
一
人
の
文
章
博
士
と
し
て
務
め
た
。

そ
の
是
善
が
こ
こ
で
離
任
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
時
期
、「
詩
人
無
用
」
の
声
が

響
い
て
い
た（
18
）。

貞
観
八
年
春
頃
の
作
と
目
さ
れ
る
、
島
田
忠
臣
「
春
日
仮
景
訪
同

門
友
人
」（『
田
氏
家
集
』
巻
上
・
44
）
の
「
儒
家
問
ひ
噵
ふ
詩
無
用
な
り
と
〈
近

来
盛
ん
に
詩
人
無
用
と
噵
ふ
〉」
に
見
え
る
「
詩
人
無
用
」
の
声
は
、是
善
、道
真
、

忠
臣
ら
詩
人
派
へ
向
け
た
儒
家
派
か
ら
の
攻
撃
で
あ
っ
た
。貞
観
八
年
春
時
点
で
、

道
真
は
二
十
二
歳
で
文
章
生
（『
公
卿
補
任
』
寛
平
五
年
）、
忠
臣
は
三
十
九
歳
で

大
外
記
に
任
じ
ら
れ
た
頃
で
あ
り
（『
外
記
補
任
』）、
詩
人
派
の
頭
目
と
は
と
て

も
い
え
な
い
。「
詩
人
無
用
」
の
声
は
、
直
接
に
は
、
文
章
博
士
の
地
位
に
い
る
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是
善
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
是
善
の
文
章
博
士
離
任
が
、
詩
人
無

用
論
と
関
係
す
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
任
の
広
相
は
是
善
の
門
弟
で
あ

り
（
道
真
「
奉
昭
宣
公
書
」）、
文
雄
は
、
儒
家
派
と
い
っ
て
も
い
い
音
人
の
弟
子

で
あ
っ
た
。

　

文
雄
は
、
元
慶
元
年
正
月
に
左
少
弁
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
時
に
文
章
博
士
か
ら

離
れ
た
ら
し
い
。
十
年
間
を
文
章
博
士
と
し
て
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
広
相
は
、

貞
観
十
一
年
二
月
一
日
に
「
文
章
博
士
従
五
位
下
橘
朝
臣
広
相
を
学
士
と
為
す
」

と
東
宮
学
士
に
任
じ
ら
れ
て
、
博
士
か
ら
離
れ
た
。
そ
の
後
、
貞
観
十
七
年
二
月

二
十
七
日
に
「
従
五
位
下
行
大
内
記
都
宿
禰
良
香
を
文
章
博
士
と
為
す
。
大
内
記

故
の
如
し
」
と
、
都
良
香
が
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
の
六
年
間
、
文
雄
は

一
人
の
博
士
で
あ
っ
た
。

　

文
雄
の
博
士
時
代
の
文
章
生
、
文
章
得
業
生
に
つ
い
て
は
、
古
藤
の
一
覧
を
参

照
さ
れ
た
い
が（
19
）、

例
え
ば
、
菅
原
道
真
が
貞
観
八
年
に
文
章
得
業
生
に
転
じ
、
貞

観
十
二
年
に
対
策
及
第
し
て
い
る
。
他
に
も
、
藤
原
佐
世
、
三
善
清
行
、
紀
長
谷

雄
ら
が
こ
の
時
期
に
文
章
生
と
な
り
、
佐
世
、
清
行
は
、
文
雄
の
博
士
時
代
に
得

業
生
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
元
慶
四
年
に
文
章
生
か
ら
少
外
記
に
転
じ
た
弟
・

文
宗
も
、
文
雄
の
文
章
博
士
時
代
に
文
章
生
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

文
章
博
士
の
職
務
に
、
宮
廷
詩
宴
（
内
宴
・
重
陽
宴
）
で
の
献
題
が
あ
る
。
献

題
次
第
は
、
内
宴
も
重
陽
宴
も
お
お
む
ね
同
じ
だ
が
、
博
士
二
名
が
召
さ
れ
、
二

名
で
献
題
し
、
そ
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る（
20
）。

つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の

宮
廷
詩
宴
の
詩
題
に
は
、
文
雄
が
献
上
し
た
も
の
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
文
雄
が
文
章
博
士
と
な
っ
て
以
降
の
宮
廷
詩
宴
（
内
宴
・
重

陽
宴
）
に
お
け
る
詩
題
を
一
覧
す
る
。

　
　

貞
観
九
年
九
月
九
日　
　
　
　
　
　

重
陽
宴　
（
山
人
献
茱
萸
杖（

21
））

　
　

貞
観
十
年
正
月
二
十
一
日　
　
　
　

内
宴　
　
（
無
物
不
逢
春
）

　
　

貞
観
十
年
九
月
九
日　
　
　
　
　
　

重
陽
宴　

喜
春

　
　

貞
観
十
二
年
九
月
九
日　
　
　
　
　

重
陽
宴　

天
錫
難
老

　
　

貞
観
十
六
年
正
月
二
十
一
日　
　
　

内
宴　
　

春
雪
映
早
梅

　
　

貞
観
十
七
年
正
月
二
十
一
日　
　
　

内
宴　
　

陽
春
詞

　
　

貞
観
十
七
年
九
月
九
日　
　
　
　
　

重
陽
宴　
（
紅
蘭
受
露
）

　

こ
の
中
で
も
、
貞
観
十
年
重
陽
宴
か
ら
貞
観
十
七
年
内
宴
ま
で
は
、
文
雄
一
人

が
文
章
博
士
で
あ
っ
て
、
文
雄
が
献
題
し
た
可
能
性
が
高
い（
22
）。

も
っ
と
も
、
こ
れ

だ
け
で
文
雄
の
学
問
に
つ
い
て
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
記

し
て
お
く
。

　

貞
観
十
年
正
月
十
六
日
に
、
備
後
権
介
を
兼
任
し
た
。
遙
任
で
あ
る
。
但
し
、

離
任
時
期
が
明
確
で
は
な
い
。
貞
観
十
三
年
十
月
五
日
に
、「
大
学
頭
従
五
位
上

兼
行
文
章
博
士
」
と
し
て
見
え
、
こ
れ
以
前
に
離
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

ま
た
備
後
権
介
と
し
て
は
、
藤
原
門
宗
が
貞
観
十
二
年
正
月
二
十
五
日
に
任
じ
ら

れ
て
い
る
。
文
雄
の
権
介
は
、
こ
の
時
ま
で
か
も
知
れ
な
い
。

　

貞
観
十
年
二
月
十
八
日
、
野
火
が
田
邑
山
陵
兆
域
の
樹
木
を
焼
い
た
。
同
月
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二
十
五
日
に
、
詔
が
公
卿
及
び
諸
儒
に
下
り
、「
博
く
山
陵
火
災
並
び
に
礼
制
を

為
す
を
議
せ
し
む
」
こ
と
と
な
っ
た
。
従
四
位
下
行
博
士
兼
伊
予
権
守
大
春
日
朝

臣
雄
継
と
文
章
博
士
従
五
位
下
兼
備
後
権
介
巨
勢
朝
臣
文
雄
が
議
文
を
提
出
し

た（
23
）。

　

雄
継
は
、「
礼
記
に
曰
く
、
焚
、
其
の
先
人
の
室
に
有
れ
ば
、
則
ち
三
日
哭
す
、

と
。
然
れ
ば
則
ち
当
に
礼
に
拠
り
て
之
れ
を
行
ふ
べ
し
」
と
、『
礼
記
』（
檀
弓
下
）

に
基
づ
い
て
、
礼
に
依
拠
す
べ
き
だ
と
い
う
。
哭
礼
を
行
う
と
い
う
見
解
で
あ
ろ

う
。
明
経
博
士
ら
し
く
、
経
書
に
拠
る
議
論
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
文
雄
は
、

漢
書
に
曰
く
、
武
帝
建
元
六
年
四
月
、
高
園
便
殿
火
あ
り
。
帝
素
服
五
日
。

昭
帝
元
鳳
四
年
五
月
、
孝
文
廟
正
殿
火
あ
り
。
帝
及
び
群
臣
皆
素
服
。

山
陵
の
失
火
、
未
だ
故
実
を
見
ず
。
宗
廟
に
至
り
て
は
、
前
聞
此
く
の
如
し
。

と
い
う
。『
漢
書
』
武
帝
紀
、
昭
帝
紀
を
引
用
し
て
、
山
陵
の
失
火
に
つ
い
て
は

故
実
が
な
く
、
宗
廟
の
火
災
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
に
記
さ
れ
た
と
お
り
で
あ

る
と
い
う
。
文
雄
は
、
哭
礼
は
行
わ
ず
、
素
服
を
着
す
と
い
う
見
解
な
の
で
あ
ろ

う
。
史
書
か
ら
故
実
を
探
る
点
な
ど
、
雄
継
と
対
照
的
で
、
紀
伝
道
的
な
立
論
で

あ
る
と
い
え
る
。

　

結
果
は
、「
公
卿
漢
家
の
故
事
に
本
づ
き
、
礼
度
の
宜
し
き
所
を
斟
酌
し
、
文

雄
の
議
を
取
り
て
奏
す
」
と
、
文
雄
の
議
が
選
ば
れ
、「
帝
正
殿
を
避
け
、
錫
紵

を
服
し
、
常
膳
を
撤
去
し
、
御
蔬
菲
を
進
ず
。
朝
を
輟や

む
る
こ
と
五
日
。
公
卿
及

び
諸
近
臣
皆
彩
餝
を
去
る
。
一
に
凶
儀
に
准
ふ
」
と
、
天
皇
は
錫
紵
を
着
し
、
公

卿
・
近
臣
も
「
皆
彩
餝
を
去
」
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

貞
観
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
、
次
侍
従
に
任
じ
ら
れ
た
。

　
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
三
年
十
月
五
日
条
に
、
文
雄
は
「
大
学
頭
従
五
位

上
兼
行
文
章
博
士
」
と
し
て
見
え
る
。
こ
れ
以
前
に
大
学
頭
に
任
じ
ら
れ
、
従
五

位
上
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

文
雄
以
前
に
見
え
る
大
学
頭
は
潔
世
王
で
、
貞
観
五
年
二
月
十
六
日
に
任
じ
ら

れ
、
同
十
一
年
三
月
四
日
ま
で
大
学
頭
と
し
て
確
認
で
き
る
。
潔
世
王
の
後
任
で

あ
ろ
う
。
文
雄
は
大
学
頭
と
し
て
貞
観
十
八
年
四
月
十
一
日
ま
で
見
え
る
。
文
雄

は
、
貞
観
十
九
年
正
月
に
左
少
弁
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
に
大
学
頭
を
離

れ
た
か
。

　

同
僚
に
つ
い
て
確
認
す
れ
ば
、
山
田
弘
宗
が
、
大
学
大
属
と
し
て
、
貞
観
十
一

年
四
月
十
三
日
、
同
十
三
年
八
月
二
十
五
日
に
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
文
雄
は
、
こ
の
時
従
五
位
上
で
あ
る
。
貞
観
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日

時
点
で
は
従
五
位
下
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
間
に
昇
叙
し
た
と
思
わ
れ
る
。
貞
観

十
三
年
正
月
七
日
に
叙
位
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
あ
る
い
は
こ
の
時
に
加
階

し
た
か
。

　
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
三
年
十
月
五
日
条
は
、「
天
皇
錫
紵
を
服
す
。
近
臣

皆
素
服
な
り
。
太
皇
大
后
を
山
城
国
宇
治
郡
後
山
階
山
陵
に
葬
る
。
是
の
時
、
天

皇
祖
母
太
皇
大
后
の
為
の
喪
服
に
疑
有
り
。
未
だ
決
せ
ず
。
是
に
於
て
、
諸
儒
を

し
て
こ
れ
を
議
せ
し
む
」
と
記
す
。
祖
母
太
皇
太
后
藤
原
順
子
の
た
め
の
清
和
天

皇
の
喪
服
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
り
、諸
儒
に
議
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
議
し
た
の
は
、
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従
五
位
上
行
大
学
博
士
兼
越
前
権
介
菅
野
朝
臣
佐
世
・
従
五
位
下
行
助
教
善
淵
朝

臣
永
貞
、
大
学
頭
従
五
位
上
兼
行
文
章
博
士
巨
勢
朝
臣
文
雄
、
民
部
少
輔
兼
東
宮

学
士
従
五
位
下
橘
朝
臣
広
相
、
正
六
位
上
行
少
内
記
都
宿
禰
言
道
（
良
香
）・
菅

原
朝
臣
道
真
、
勘
解
由
次
官
従
五
位
下
安
倍
朝
臣
興
行
、
外
従
五
位
下
守
大
判
事

兼
行
明
法
博
士
桜
井
田
部
連
貞
相
の
八
名
六
組
で
あ
る
。
喪
服
を
着
る
か
否
か
か

ら
始
ま
り
、
服
は
何
日
か
、
あ
る
い
は
心
喪
に
す
べ
き
か
な
ど
が
論
じ
ら
れ
、「
朝

議
、
心
喪
五
月
、
服
制
三
日
に
定
む
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　

文
雄
の
議
文
を
掻
い
摘
ん
で
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
文
雄
は
、晉
の
隆
安
四
年
に
孝
武
太
皇
太
后
李
氏
が
崩
じ
た
例
を
あ
げ
る
。

安
帝
の
服
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、「
春
秋
の
義
、
母
は
子
を
以
て
貴
し
。
成
風

は
荘
公
の
妾
、
僖
公
の
母
、
文
公
の
祖
母
な
り
。
文
公
の
世
に
薨
ず
。
文
公
、
夫

人
に
同
じ
て
三
年
の
喪
に
服
す
」
と
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
子
は
父
母
か
ら
生
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、「
体
は
尊
く
義
は
重
し
」。
ま
た
、「
礼
、
祖
厭
は
ず
」（
祖

父
母
が
孫
か
ら
喪
葬
さ
れ
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
）
と
い
う（
24
）。

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
安
帝
は
斉
衰
期
（
五
服
の
内
、
二
等
の
喪
。
一
年
）
を
服
し
、

百
僚
も
ま
た
一
期
を
服
し
た
と
い
う
。

　

文
雄
は
こ
の
故
実
に
基
づ
き
、「
是
れ
古
三
年
の
喪
を
行
ふ
は
、
時
の
礼
」
で

あ
る
が
、「
本
朝
の
制
令
」
で
は
「
三
年
の
喪
は
、
降
し
て
一
年
と
為
す
。
周
期

の
喪
は
、
亦
五
月
と
為
す
」。
だ
か
ら
、
も
し
晉
の
礼
に
よ
っ
て
行
う
と
し
て
も

（
晉
で
は
一
年
の
喪
に
服
し
た
）、今
は
、「
五
月
の
服
」
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
、

一
旦
は
結
論
づ
け
る
。

　

し
か
し
、『
唐
礼
』
に
は
、「
皇
帝
の
本
服
大
功
已
上
の
親
の
喪
は
、
皇
帝
は

親み
づ
か

ら
事
を
視
ざ
る
こ
と
三
日（
25
）」

と
あ
り
、『
唐
令
』
に
は
「
皇
帝
、皇
太
后
、皇
后
、

皇
太
子
は
、
五
服
の
内
親
の
為
に
挙
哀
す
。
本
服
の
周
に
は
、
三
朝
哭
し
て
止
む
。

大
功
に
は
、
そ
の
日
の
朝
晡
哭
し
て
止
む
。
小
功
以
下
に
は
並
び
に
一
た
び
挙
哀

し
て
止
む
〈
そ
の
挙
哀
、
皆
素
服
な
り
。
皇
帝
挙
哀
の
日
、
内
教
及
び
太
常
、
楽

を
停
む（
26
）〉」

と
あ
る
。
そ
し
て
、「
本
朝
の
令
条
」
に
は
「
皇
帝
、
二
等
親
以
上
の

親
の
喪
は
、
皇
帝
事
を
見
ざ
る
こ
と
三
日（
27
）」

と
あ
る
。
ま
た
、「
天
皇
、
本
服
二

等
以
上
の
親
の
喪
の
為
に
、
錫
紵
を
服
す（
28
）」

と
あ
り
、
義
解
に
「
凡
そ
人
君
位
に

即
け
ば
、
服
傍
朞
を
絶
つ
。
唯
心
喪
の
み
有
り
。
故
に
本
服
と
云
ふ
」
と
あ
る
。

　
『
唐
礼
』『
唐
令
』「
本
朝
の
令
」
を
検
討
す
る
と
、「
皇
朝
の
令
」
と
「
唐
典
」

は
同
じ
で
あ
る（
29
）。

だ
か
ら
、
天
皇
に
対
し
て
「
別
に
遺
制
有
る
に
非
」
ざ
れ
ば
、

「
事す
べ

須か
ら

く
必
ず
新
礼
に
依
り
て
三
日
服
を
成
す
べ
し
」
と
結
論
づ
け
る
。

　

要
す
る
に
、
晉
の
先
例
を
考
え
れ
ば
五
ヶ
月
だ
が
、
本
朝
令
と
唐
典
が
同
じ
な

の
で
、
三
日
の
服
に
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

晉
の
故
実
を
あ
げ
な
が
ら
も
、
唐
礼
・
唐
令
・
本
朝
令
を
勘
案
し
て
、
運
用
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

他
の
五
組
の
結
論
部
分
を
確
認
し
て
お
く
。

　

大
学
博
士
菅
野
佐
世
・
助
教
善
淵
永
貞
は
、『
儀
礼
』、『
春
秋
左
氏
伝
』
及
び

杜
預
注
、
孔
頴
達
疏
を
あ
げ
て
、
葬
っ
た
後
は
喪
服
を
去
る
べ
き
だ
と
い
う
。

　

民
部
少
輔
兼
東
宮
学
士
橘
広
相
は
、
多
く
の
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
、
基
本
的

に
は
『
唐
礼
』
に
従
い
、
そ
こ
に
本
朝
の
制
を
併
せ
て
、
五
ヶ
月
の
喪
と
結
論
づ

け
る
。
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少
内
記
都
良
香
・
菅
原
道
真
は
、『
儀
礼
』、「
本
朝
喪
葬
令
」
に
基
づ
き
、
心

喪
五
ヶ
月
と
結
論
づ
け
、
さ
ら
に
晉
の
武
帝
の
楊
皇
后
崩
御
時
に
、
子
で
あ
る
太

子
（
の
ち
の
恵
帝
）
が
、
母
后
を
葬
っ
て
除
服
し
た
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
祖
母
に

つ
い
て
は
、
除
服
す
べ
き
だ
と
、
論
を
補
強
す
る
。

　

勘
解
由
次
官
安
倍
興
行
は
、「
諸
儒
の
議
す
る
所
を
見
」
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説

を
検
討
し
、
心
喪
五
ヶ
月
、
服
五
日
と
結
論
づ
け
る
。
興
行
は
特
に
典
拠
を
あ
げ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
議
文
と
し
て
は
異
例
で
あ
る（
30
）。

　

大
判
事
兼
明
法
博
士
桜
井
田
部
貞
相
は
、
基
本
的
に
律
・
令
及
び
義
解
を
引
用

し
つ
つ
も
「
一
日
万
機
あ
り
て
事
臣
下
と
異
な
る
為
」
に
服
喪
を
絶
つ
と
結
論
づ

け
る（
31
）。

　

大
学
博
士
及
び
興
行
の
議
文
以
外
に
は
、
す
べ
て
喪
葬
令
の
「
天
皇
、
本
服
二

等
以
上
の
親
の
喪
の
為
に
、
錫
紵
を
服
す
」
が
あ
が
っ
て
お
り
、
祖
母
太
皇
大
后

を
入
れ
る
べ
き
か
に
議
論
の
中
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
雄
は
、
祖
母
は
二

等
以
上
な
の
だ
か
ら
当
然
入
る
と
の
考
え
で
あ
ろ
う
が
、
良
香
・
道
真
は
、「
周

官
司
服
に
拠
れ
ば
、
錫
衰
、
是
れ
君
、
臣
を
弔
ふ
服
な
り
。
祖
母
太
后
の
為
に
之

れ
を
施
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
い（
32
）、祖

母
太
皇
大
后
は
入
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

朝
議
の
結
論
で
あ
る
、
心
喪
五
ヶ
月
は
、
良
香
・
道
真
、
興
行
、
服
制
三
日
は
、

文
雄
の
議
論
か
ら
取
ら
れ
て
お
り
、
紀
伝
道
学
者
の
議
論
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

　

貞
観
十
三
年
十
月
二
十
一
日
、
応
天
門
の
修
復
が
終
わ
っ
た
。
応
天
門
は
、
貞

観
八
年
閏
三
月
十
日
に
焼
け
、
二
年
後
の
貞
観
十
年
二
月
十
三
日
か
ら
修
復
が
始

ま
っ
て
い
た
。
修
復
な
っ
た
こ
の
日
、「
明
経
文
章
等
博
士
を
し
て
、
応
天
門
の

名
を
改
む
べ
き
歟
、
又
応
天
門
と
名
づ
く
、
其
の
義
何
に
拠
る
か
、
又
朱
雀
羅
城

等
門
の
、
名
義
如
何
を
議
せ
し
む
」
こ
と
と
な
っ
た
。
応
天
門
の
名
前
を
改
め
る

べ
き
か
、
ま
た
、
応
天
門
の
名
の
典
拠
、
及
び
、
朱
雀
門
・
羅
城
門
の
名
義
に
つ

い
て
議
文
を
提
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
朱
雀
・
羅
城
門
ま
で
も
が
問
題
に
さ
れ
た

の
は
、
も
し
、
応
天
門
の
名
を
変
更
す
る
と
な
れ
ば
、
平
安
京
の
中
心
を
南
北
に

連
な
る
朱
雀
門
・
羅
城
門
に
も
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　

議
文
を
提
出
し
た
の
は
、従
五
位
上
行
大
学
頭
兼
文
章
博
士
巨
勢
朝
臣
文
雄
と
、

従
五
位
上
行
大
学
博
士
兼
越
前
権
介
菅
野
朝
臣
佐
世
・
従
五
位
下
行
助
教
善
淵
朝

臣
永
貞
・
外
従
五
位
下
船
連
副
使
麻
呂
の
二
組
四
名
で
あ
る（
33
）。

　

文
雄
の
議
文
は
、
冒
頭
に
「
宮
殿
城
門
等
火
災
の
後
、
更
に
其
の
名
を
改
む
る

は
、
両
漢
以
上
未
だ
必
ず
し
も
此
の
事
有
ら
ず
」
と
、
宮
殿
城
門
の
名
称
が
火
災

に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
両
漢
以
前
に
な
い
こ
と
を
い
い
、
続
け
て
、
火
災

に
よ
る
名
称
変
更
の
例
を
あ
げ
る
。

　

魏
の
明
帝
青
龍
二
年
四
月
、
崇
華
殿
が
焼
け
、
南
閣
に
延
焼
し
た
。
修
復
さ
れ

た
後
、
三
年
七
月
に
至
っ
て
、
こ
の
殿
が
ま
た
焼
け
た
。
高
堂
隆
は
、
こ
の
上
作

ら
な
い
方
が
い
い
と
考
え
た
が
、
帝
は
従
わ
ず
、
遂
に
崇
華
殿
を
復
興
し
て
、
九

龍
殿
と
名
づ
け
た（
34
）。

　

唐
の
玄
宗
天
宝
二
年
、
東
京
応
天
門
が
焼
け
た
。
延
焼
し
て
、
延
福
門
に
至
っ

た
。
十
一
月
に
応
天
門
が
完
成
し
、
改
め
て
乾
天
門
と
名
づ
け
た（

35
）。

　

以
上
、
改
称
の
故
実
二
例
を
あ
げ
て
、「
本
朝
の
制
度
、
多
く
唐
家
に
擬
す
。
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凡
そ
天
災
人
火
、
其
の
名
異
な
り
と
雖
も
、
惣
じ
て
之
れ
を
論
ぜ
ば
、
皆
是
れ
国

の
休
徴
に
非
ず
。
然
れ
ば
則
ち
修
復
の
後
、
其
の
旧
号
を
除
き
、
更
に
嘉
名
を
制

す
は
、
亦
宜
し
か
ら
ざ
ら
ん
哉
」
│
天
災
で
あ
ろ
う
と
人
災
で
あ
ろ
う
と
国
家
の

吉
兆
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
修
復
し
た
後
、
旧
号
を
除
い
て
、
嘉
名
を
つ
け
る
の

は
、
不
都
合
で
は
な
い
│
と
い
う
。
改
称
を
結
論
づ
け
た
こ
と
に
な
る
。

　

続
い
て
、
応
天
門
、
朱
雀
門
、
羅
城
門
の
名
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

応
天
門
に
つ
い
て
は
、「
洛
都
宮
城
の
門
は
、
是
れ
応
天
門
と
謂
ふ
」
の
だ
が
、

そ
の
典
拠
は
、「
礼
含
文
嘉
」
の
「
陽
は
人
心
に
順
ひ
天
に
応
ず
」
に
依
拠
す
る

の
で
あ
ろ
う
。

　

朱
雀
門
に
つ
い
て
は
、「
長
安
南
面
の
皇
城
門
は
、
是
れ
朱
雀
門
と
謂
ふ
。
又

大
明
宮
南
面
の
五
門
の
正
南
、
丹
鳳
門
と
曰
ふ
」
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
丹
鳳
、

朱
雀
は
、「
其
の
義
是
れ
一
な
り
」。
従
っ
て
、
南
方
に
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
朱

雀
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

羅
城
門
に
つ
い
て
は
、「
羅
城
門
と
称
す
る
は
、
是
れ
周
の
国
門
な
り
。
唐
の

京
城
門
、
西
都
之
れ
を
明
徳
門
と
謂
ひ
、
東
都
之
れ
を
定
鼎
門
と
謂
ふ
。
今
之
れ

を
羅
城
門
と
謂
ふ
、
其
の
義
未
だ
詳
か
な
ら
ず
」
と
、
羅
城
門
の
名
義
が
未
詳
で

あ
る
と
い
い
、
し
か
し
、「
大
唐
六
典
注
」
に
「
大
明
宮
自
り
、
東
羅
城
複
道
を

夾
み
、通
化
門
磴
道
を
経
て
、而
し
て
興
慶
宮
に
入
る（
36
）」

と
あ
る
の
を
引
い
て
、「
今

其
の
文
勢
を
案
ず
る
に
、
蓋
し
此
の
羅
列
の
意
な
ら
ん
乎
」
と
結
論
づ
け
る
。

　

門
号
の
改
称
に
つ
い
て
は
、
魏
と
唐
の
改
称
の
故
実
を
あ
げ
、
そ
も
そ
も
火
災

は
不
吉
な
の
で
あ
る
か
ら
、
改
称
す
る
の
は
不
都
合
で
は
な
い
と
す
る
。
門
号
に

つ
い
て
は
、
中
国
都
城
の
門
号
を
あ
げ
て
検
討
し
て
い
る
。
但
し
、
羅
城
門
に
つ

い
て
明
確
に
で
き
て
い
な
い
。

　

明
経
博
士
菅
野
佐
世
ら
の
議
文
は
、「『
春
秋
左
氏
伝
』『
毛
詩
』『
毛
詩
正
義
』

の
引
用
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
…
…
①
応
天
門
の
改
称
は
不
用
で
あ
る
。
②「
応

天
」
と
い
う
名
称
の
典
拠
は
経
典
に
は
見
ら
れ
な
い
。
③
朱
雀
門
・
羅
城
門
の
語

義
に
つ
い
て
は
経
典
に
は
見
ら
れ
な
い（
37
）」

と
い
う
結
論
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
議
文
は
、
紀
伝
道
の
文
雄
が
史
書
に
依
拠
す
る
の
に
対
し
、
明
経

道
の
佐
世
ら
が
経
書
に
依
拠
し
て
お
り
、
学
問
の
相
違
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
い

え
る
。

　

貞
観
十
三
年
十
月
二
十
九
日
に
「
応
天
門
成
る
。
所
司
饌
を
設
く
。
大
工
已
下

を
饗
す
。
公
卿
大
夫
畢
会
せ
ざ
る
莫
し
」
と
あ
り
、
改
称
は
な
さ
れ
ず
、
文
雄
の

議
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

翌
貞
観
十
四
年
五
月
二
十
三
日
、
文
章
得
業
生
越
前
大
掾
従
七
位
下
藤
原
朝
臣

佐
世
と
と
も
に
、
鴻
臚
館
に
遣
わ
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
時
文
雄
は
阿
波
介
を
兼

任
し
て
い
る
。
い
つ
任
じ
ら
れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
前
年
の
時
点
で
は
兼
任

は
見
え
ず
、
貞
観
十
四
年
二
月
二
十
九
日
に
除
目
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
い

は
そ
の
時
に
任
じ
ら
れ
た
か
。
離
任
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
貞
観
十
八
年
四

月
十
一
日
に
は
兼
任
は
見
え
ず
、
そ
れ
以
前
に
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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文
雄
ら
は
鴻
臚
館
で
渤
海
使
を
饗
応
し
た
の
だ
が
、そ
の
時
の
宣
命
に
よ
れ
ば
、

常
の
例
で
は
「
大
内
の
内
に
召
し
て
饗
賜
ひ
音
楽
賜
ひ
け
り
」
だ
が
、「
思
し
め

す
大
心
お
は
し
ま
す
に
依
て
な
も
、
使
を
遣
し
て
大
物
賜
ふ
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
ら
し
い
。
ど
の
よ
う
な
「
大
心
」
が
あ
っ
た
か
が
問
題
だ
が
、『
日
本
三
代

実
録
』
貞
観
十
四
年
正
月
二
十
日
条
に
「
是
の
月
、
京
邑
咳
逆
病
発
る
。
死
亡
す

る
者
衆
な
り
。
人
間
に
言
は
く
、
渤
海
客
来
た
り
て
、
異
土
の
毒
気
の
然
か
ら
し

む
る
な
り
」
と
あ
っ
て
、
咳
逆
病
が
起
こ
り
、
死
者
が
多
数
出
た
の
は
、
渤
海
客

が
毒
気
を
運
ん
で
き
た
か
ら
だ
と
噂
が
立
っ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
貞
観
十
四

年
三
月
二
十
三
日
に
、
内
外
に
頻
り
に
怪
異
が
起
こ
る
の
で
、
諸
社
に
奉
幣
が
行

わ
れ
た
が
、
石
清
水
社
へ
の
告
文
に
は
、
去
年
陰
陽
寮
が
占
っ
て
い
う
に
は
、
蕃

客
が
来
て
、
天
下
に
不
祥
の
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
今
年
渤
海
客
が
や
っ

て
来
た
が
、
こ
れ
は
、
定
例
（
一
紀
）
で
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
て
、
や
む
を
得

な
い
。「
国
憲
」
と
し
て
召
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
状
を
聞
こ

し
召
し
て
、
遠
客
が
近
づ
い
て
も
、
神
護
を
賜
っ
て
、
無
事
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

と
あ
っ
た
。

　

本
来
な
ら
ば
宮
中
に
召
し
て
饗
宴
す
べ
き
渤
海
客
だ
が
、如
上
の
事
情
に
よ
り
、

鴻
臚
館
で
の
饗
宴
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
貞
観
十
四
年
秋
、
文
雄
は
大
学
寮
に
お
い
て
後
漢
書
を
講
じ
始
め
た
よ

う
で
あ
る
。
紀
長
谷
雄
「
後
漢
書
竟
宴
各
詠
史
得
龐
公
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・

262
）
に
よ
れ
ば
、「
貞
観
十
四
年
秋
、
明
時
此
の
書
の
天
下
の
奇
作
な
る
を
以
て
、

翰
林
学
士
巨
大
夫
を
し
て
之
れ
を
講
ぜ
し
む
」
と
あ
る
。
講
書
の
様
子
は
、「
大

夫
掌
を
抵
ち
て
談
じ
、
耳
を
提
げ
て
厭
ふ
こ
と
無
く
、
彼
の
先
儒
の
墨
守
を
発
き
、

以
て
後
学
の
蒙
求
を
撃
つ
」
│
掌
を
打
っ
て
談
じ
、
耳
に
口
を
近
づ
け
丁
寧
に
教

え
て
倦
む
こ
と
な
く
、
先
儒
の
墨
守
す
る
説
を
破
り
、
後
学
の
蒙
を
啓
く
│
と
描

か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
講
書
は
、「
元
慶
元
年
春
、
擢
き
て
左
少
丞
に
遷
さ
る
。

職
其
の
勤
に
非
ず
、
講
以
て
俄
に
止
む
」
と
あ
り
、
元
慶
元
年
春
に
左
少
弁
に
任

じ
ら
れ
、
講
書
を
続
け
る
職
で
は
な
い
た
め
に
、
急
遽
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
講
書
は
菅
原
道
真
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
貞
観

十
四
年
秋
か
ら
元
慶
元
年
ま
で
五
年
間
、
講
書
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

貞
観
十
八
年
四
月
十
日
、
大
極
殿
が
焼
け
、
小
安
殿
・
蒼
竜
白
虎
両
樓
・
延
休

堂
及
び
北
門
北
東
西
三
面
廊
百
餘
間
に
延
焼
し
た
。
翌
十
一
日
に
「
前
丹
波
守
従

五
位
上
安
倍
朝
臣
房
上
、
従
五
位
下
笠
朝
臣
弘
興
を
追
禁
す
。
行
火
を
疑
ふ
こ
と

有
る
を
以
て
也
。
詔
し
て
明
経
紀
伝
博
士
等
を
召
し
問
ひ
て
曰
く
、
大
極
殿
災
あ

り
。
皇
帝
朝
を
廃
す
る
や
、
以
て
否
や
。
及
び
群
臣
政
に
従
ふ
は
如
何
」
と
、
放

火
犯
の
二
人
が
捕
ら
え
れ
、
明
経
・
紀
伝
博
士
ら
に
、
皇
帝
が
廃
朝
す
べ
き
か
否

か
、
群
臣
は
政
に
従
う
べ
き
か
否
か
の
問
が
な
さ
れ
た（
38
）。

問
わ
れ
た
の
は
、
明
経

道
が
、
従
五
位
上
行
大
学
博
士
兼
越
中
守
善
淵
朝
臣
永
貞
・
従
五
位
下
行
助
教
船

連
副
使
麻
呂
・
善
淵
朝
臣
広
岑
・
直
講
正
六
位
上
美
努
連
清
名
・
小
野
朝
臣
当
岑
で
、

紀
伝
道
が
、
大
学
頭
従
五
位
上
兼
行
文
章
博
士
巨
勢
朝
臣
文
雄
・
文
章
博
士
従
五

位
下
兼
行
大
内
記
越
前
権
介
都
宿
禰
良
香
で
あ
る
。
良
香
は
、
前
年
二
月
二
十
七

日
に
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
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文
雄
・
良
香
の
見
解
を
見
よ
う
。

　
『
春
秋
穀
梁
伝
』（
成
公
三
年
）
の
「
新
宮
災
あ
り
。
三
日
哭
す
。
新
宮
な
る
は

何
ぞ
。
禰
宮
也
。
三
日
哭
す
、
哀
也
。
其
れ
哀
は
、
礼
也
」
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、

以
下
、
ま
ず
廟
の
火
災
の
例
を
あ
げ
る
。

　
　

漢
武
帝
建
元
六
年
四
月
。
高
園
便
殿
火
あ
り
。
帝
素
服
五
日
。

　
　

昭
帝
元
鳳
四
年
五
月
。
孝
文
廟
正
殿
火
あ
り
。
帝
及
び
群
臣
皆
素
服
。

と
、
漢
の
二
例
を
あ
げ
、
続
け
て
、
宮
殿
の
火
災
の
例
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
　

漢
武
帝
元
封
六
年
十
一
月
。
栢
梁
台
災
あ
り
。

　
　

成
帝
永
始
四
年
四
月
。
長
楽
宮
臨
華
殿
、
未
央
宮
東
司
馬
門
皆
災
あ
り
。

　
　

後
漢
順
帝
永
和
元
年
十
月
。
承
福
殿
火
あ
り
。

　
　

魏
明
帝
青
竜
二
年
四
月
。
崇
華
殿
災
あ
り
。

　
　

晉
武
帝
大
康
十
年
四
月
。
崇
賢
殿
災
あ
り
。

　
　

梁
武
帝
普
通
二
年
五
月
。
琬
琰
殿
火
あ
り
。
後
宮
屋
三
千
間
を
延
焼
す
。

　

以
上
の
故
実
を
踏
ま
え
て
、「
国
廟
火
災
、
必
ず
素
服
尽
哀
の
礼
有
り
。
宮
殿

の
災
の
如
き
に
至
り
て
は
、
変
服
・
廃
朝
の
文
有
る
こ
と
無
し
」
と
、
一
旦
結
論

づ
け
る
。
冒
頭
の
『
穀
梁
伝
』
も
「
禰
宮
」（
＝
父
の
廟
）
が
焼
け
た
例
で
あ
る

か
ら
、「
国
廟
火
災
」
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
議
論
は
こ
れ
で
終

わ
ら
ず
、「
但
し
」
と
し
て
二
つ
の
例
が
追
加
さ
れ
る
。

春
秋
昭
十
八
年
左
氏
伝
曰
く
、
五
月
宋
・
衛
・
陳
・
鄭
皆
火
あ
り
。
三
日
哭

す
。
国
市
せ
ず
。

魏
苑
に
曰
く
、魏
文
侯
御
廩
災
あ
り
。
素
服
し
て
正
殿
を
避
く
る
こ
と
五
日
。

群
臣
皆
素
服
に
し
て
哭
す
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、「
古
の
諸
侯
此
の
如
き
災
有
れ
ば
、
或
は
変
服
・
致
哭
の
義

有
り
」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
今
折
中
し
て
之
れ
を
論
ず
れ
ば
、
宜
し
く
三
日
廃

朝
し
、
皇
帝
及
び
群
臣
常
服
を
変
へ
ず
、
唯
憂
慼
の
意
を
尽
く
す
べ
し
」
と
結
論

づ
け
る
。

　

文
雄
ら
の
議
論
は
、
廟
の
火
災
な
ら
と
も
か
く
、
宮
殿
の
火
災
で
は
変
服
や
廃

朝
の
例
は
な
い
。
し
か
し
、「
古
の
諸
侯
」
は
、
火
災
が
あ
れ
ば
「
変
服
・
致
哭
」

を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
を
折
衷
し
て
│
廃
朝
は
「
古
の
諸
侯
」
に
、
変
服
を
し
な
い

こ
と
は
漢
以
後
の
宮
殿
火
災
に
基
づ
く
│
廃
朝
の
み
を
求
め
た
の
で
あ
る
。「
群

臣
従
政
」
に
つ
い
て
は
、「
常
服
を
変
へ
ず
、
唯
憂
慼
の
意
を
尽
く
す
べ
し
」
と

い
う
の
だ
か
ら
、「
政
」
に
「
従
」
う
べ
し
と
の
結
論
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
経
道
側
は
、『
礼
記
』、『
左
氏
伝
』（
文
雄
ら
と
同
じ
箇
所
）
を
あ
げ
、「
天

災
人
火
、
皆
三
日
哭
す
。
是
れ
火
災
を
憂
慼
す
る
こ
と
喪
す
る
が
若
き
意
也
」
と

い
い
、『
礼
記
』
に
も
『
左
氏
伝
』
に
も
「
三
日
哭
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
何

ぞ
正
寝
に
在
り
て
政
を
聴
く
を
得
ん
や
」と
い
う
。
そ
し
て
、最
後
に「
春
秋
の
義
、

国
に
災
異
有
れ
ば
、
則
ち
君
親
ら
素
衣
縞
冠
し
、
群
臣
を
帥
て
こ
れ
を
哭
す
。
然

れ
ば
則
ち
公
卿
事
に
従
ふ
こ
と
、随
ひ
て
知
る
べ
し
」
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　

天
災
で
も
人
災
で
も
三
日
哭
し
、君
主
が
群
臣
を
率
い
て
哭
す
の
で
あ
る
か
ら
、

廃
朝
す
べ
き
で
あ
り
、「
群
臣
従
政
」
も
否
と
い
う
結
論
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

紀
伝
道
、
明
経
道
は
「
廃
朝
」
に
つ
い
て
は
同
じ
結
論
だ
が
、
天
皇
・
群
臣
の

「
致
哭
・
変
服
」
及
び
「
群
臣
従
政
」
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
異
な
る
結
論
を
導
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い
て
い
る
。
同
じ
「
左
氏
伝
」
を
引
い
て
い
る
し
、ま
た
明
経
道
が
引
く
『
礼
記
』

は
、
紀
伝
道
が
引
く
『
穀
梁
伝
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
経
道
で

は
経
書
に
従
い
、
紀
伝
道
で
は
史
書
の
故
実
と
折
衷
し
、
逆
の
結
論
を
導
い
て
い

る
。
こ
こ
で
も
、
学
問
の
違
い
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

結
果
は
「
文
雄
・
良
香
等
の
議
に
従
へ
」
と
な
っ
た
。

　

文
雄
の
文
章
博
士
時
代
の
記
録
は
、
こ
れ
で
終
わ
る
。
文
雄
は
、
貞
観
九
年
か

ら
十
年
間
、
文
章
博
士
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
人
で
文
章
博
士
の
職

責
を
果
た
し
て
い
た
。
資
料
に
残
る
だ
け
で
も
、
四
度
の
議
文
を
提
出
し
、
後
漢

書
の
講
書
も
始
め
た
。
ま
さ
し
く
文
章
博
士
、
儒
者
の
頂
点
と
し
て
、
そ
の
地
位

を
占
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
文
雄
の
四
十
四
歳
か
ら
の
十
年
間
は
、
学
儒
と
し

て
充
実
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

四
、
弁
官
時
代

　

貞
観
十
九
年
（
元
慶
元
年
）
春
、
文
雄
は
左
少
弁
に
任
じ
ら
れ
た
。
前
掲
紀
長

谷
雄「
後
漢
書
竟
宴
各
詠
史
得
龐
公
」に
記
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。『
弁
官
補
任（
39
）』

貞
観
十
九
年
に
は
「（
左
少
弁
）
従
五
位
上
巨
勢
文
雄
」
と
あ
る
。『
二
中
歴
』（
第

二
・
儒
者
歴
・
儒
者
弁
）
に
「
巨
勢
文
雄
〈
元
慶
元
正
／
右左
イ

少
左右

大中

〉」
と
あ
り
、

元
慶
元
年
正
月
任
と
し
て
い
る
。
同
年
正
月
十
五
日
に
左
少
弁
橘
広
相
が
離
任
し

て
い
る
の
で
（『
弁
官
補
任
』）、
そ
の
後
任
と
し
て
任
じ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
正

月
十
五
日
以
降
の
任
と
な
る
。『
二
中
歴
』
の
記
述
は
こ
れ
に
合
致
す
る
。

　

元
慶
五
年
八
月
十
九
日
太
政
官
牒
（『
平
安
遺
文
』
4536
）
に
「
正
五
位
下
守
右

中
弁
兼
行
大
学
頭
巨
勢
朝
臣
」
と
の
位
署
が
見
え
る
。
こ
の
時
期
、
巨
勢
氏
の
大

学
頭
は
文
雄
し
か
い
な
い
の
で
（
大
学
頭
再
任
に
つ
い
て
は
後
述
）、
文
雄
と
認

め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
元
慶
五
年
八
月
十
九
日
以
前
に
右
中
弁
に
転
じ
た
こ
と
に

な
る
。
前
任
者
を
求
め
れ
ば
、
藤
原
保
則
が
、
元
慶
四
年
二
月
十
七
日
ま
で
は
右

中
弁
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
保
則
は
、
元
慶

六
年
二
月
三
日
に
讃
岐
権
守
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
、
保
則
か
ら
文
雄
に
交

替
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
安
倍
清
行
が

元
慶
五
年
七
月
に
任
左
少
弁
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
文
雄
の
後
任
で
あ
ろ
う
。
と
す

れ
ば
、
こ
の
時
、
元
慶
五
年
七
月
に
文
雄
は
右
中
弁
に
転
じ
た
か
。
つ
ま
り
、
文

雄
は
、
元
慶
元
年
正
月
に
左
少
弁
に
任
じ
ら
れ
、
同
五
年
七
月
に
右
中
弁
に
転
じ

た
こ
と
に
な
る
。

　

左
弁
官
局
の
同
僚
を
確
認
す
れ
ば
、『
弁
官
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
家
宗
が
、

元
慶
元
年
正
月
七
日
に
左
大
弁
か
ら
離
れ
、
後
任
と
し
て
源
舒
が
、
二
月
二
十
九

日
に
右
大
弁
か
ら
左
大
弁
に
転
じ
て
い
る
。
左
中
弁
に
は
、
藤
原
千
兼
が
見
え
、

権
左
中
弁
に
藤
原
春
景
が
い
る
。
春
景
は
翌
元
慶
二
年
に
は
権
左
中
弁
を
離
れ
て

い
た
ら
し
い
。
左
弁
官
は
ほ
ぼ
こ
の
陣
容
の
ま
ま
だ
が
、
元
慶
五
年
二
月
に
藤
原

山
陰
が
左
大
弁
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

文
雄
は
、
貞
観
十
九
年
正
月
に
左
少
弁
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
文
章
博

士
・
大
学
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
前
掲
紀
長
谷
雄
「
後
漢
書
竟
宴
各
詠
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史
得
龐
公
」
に
記
さ
れ
た
と
お
り
、後
漢
書
講
書
の
中
断
を
も
た
ら
し
た
。
な
お
、

文
雄
の
後
任
と
し
て
、同
年
十
月
十
八
日
に
菅
原
道
真
が
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
、

前
述
の
と
お
り
、
後
漢
書
講
書
も
引
き
継
い
だ
。

　

学
儒
と
し
て
の
地
位
に
い
た
文
雄
は
、
左
少
弁
か
ら
右
中
弁
へ
と
転
じ
つ
つ
、

元
慶
八
年
三
月
九
日
に
越
前
守
に
遷
る
ま
で
の
七
年
間
、
弁
官
と
し
て
実
務
に
携

わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

元
慶
元
年
四
月
二
十
六
日
、大
嘗
会
検
校
並
び
に
悠
紀
主
基
行
事
が
定
め
ら
れ
、

文
雄
は
、
悠
紀
の
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

元
慶
二
年
八
月
二
十
五
日
、
皇
弟
・
貞
保
親
王
が
飛
香
舎
に
お
い
て
初
め
て
蒙

求
を
読
ん
だ
。侍
読
は
橘
広
相
で
あ
る
。当
日
宴
が
開
か
れ
、右
大
臣
藤
原
基
経
は
、

特
に
巨
勢
文
雄
、
都
良
香
、
島
田
良
臣
、
菅
野
惟
肖
ら
数
人
を
呼
び
、
詩
を
作
ら

せ
た
。
都
良
香
作
に
な
る
詩
序
が
、「
八
月
廿
五
日
第
四
皇
子
於
飛
香
舎
従
吏
部

橘
侍
郎
広
相
始
受
蒙
求
便
引
文
人
命
宴
賦
詩
」（「
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
264
）
と
し

て
残
る
。

　

貞
保
の
母
は
藤
原
高
子
で
あ
り
、
陽
成
の
同
母
弟
で
、
基
経
の
甥
に
当
た
る
。

恐
ら
く
こ
の
講
書
も
、
基
経
が
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
侍
読
の
橘

広
相
を
含
め
、
集
め
ら
れ
た
儒
者
の
中
で
基
経
と
関
わ
り
が
あ
る
の
は
島
田
良
臣

の
み
で
、
良
臣
は
基
経
の
近
習
で
あ
っ
た（
40
）。

良
香
は
文
章
博
士
、
文
雄
も
、
も
と

文
章
博
士
、
良
臣
は
基
経
の
近
習
で
あ
り
儒
者
、
そ
し
て
惟
肖
は
内
記
で
あ
る
。

帯
び
た
官
職
か
ら
し
て
も
、
専
門
性
の
高
い
儒
者
を
特
に
喚
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

そ
し
て
そ
の
中
に
文
雄
も
選
ば
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
才
学
に
対
す
る
評
価
も
窺

わ
れ
る
。

　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
十
月
二
十
三
日
条
に
「
大
学
頭
従
五
位
上
兼
守

左
少
弁
巨
勢
朝
臣
文
雄
」
と
し
て
見
え
る
。
こ
れ
以
前
に
大
学
頭
に
再
任
さ
れ
た

ら
し
い
。

　

文
雄
再
任
以
前
の
大
学
頭
と
し
て
は
、
元
慶
二
年
八
月
十
四
日
に
、「
従
四
位

下
実
世
王
を
大
学
頭
と
為
す
。
大
学
頭
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
忠
方
を
大
蔵
大
輔
と

為
す
」
と
、
大
学
頭
忠
方
が
大
蔵
大
輔
に
、
賛
わ
っ
て
実
世
王
が
大
学
頭
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
。
実
世
王
は
、
元
慶
六
年
六
月
二
十
五
日
に
摂
津
守
と
し
て
見
え
、

平
姓
を
賜
っ
て
い
る
。
実
世
王
の
任
摂
津
守
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
在
原

安
貞
が
、
貞
観
十
九
年
正
月
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
（『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
二

年
七
月
二
日
条
）、
安
貞
の
摂
津
守
は
、
元
慶
三
年
正
月
七
日
ま
で
見
え
る
。
恐

ら
く
こ
の
後
間
も
な
く
安
貞
が
摂
津
守
か
ら
離
れ
、
そ
の
後
を
実
世
王
が
襲
っ
た

か
。そ
し
て
実
世
王
の
後
任
と
し
て
文
雄
が
大
学
頭
に
再
任
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
雄
は
、
元
慶
八
年
三
月
九
日
に
右
中
弁
・
大
学
頭
か
ら
越
前
守
に
遷
っ
て
お

り
、
そ
れ
ま
で
の
五
年
間
を
再
び
大
学
頭
と
し
て
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
大
学
寮
の
同
僚
と
し
て
は
、
元
慶
六
年
正
月
七
日
に
「
大
学
助
大
春
日

朝
臣
善
道
」
が
見
え
、
弟
子
の
三
善
清
行
が
元
慶
八
年
正
月
十
一
日
に
大
学
少
允

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』
延
喜
十
七
年（
41
））。

　

元
慶
三
年
十
月
十
日
、
参
議
刑
部
卿
正
四
位
下
兼
行
勘
解
由
長
官
近
江
守
菅
原
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朝
臣
是
善
、
大
学
頭
従
五
位
上
兼
守
左
少
弁
巨
勢
朝
臣
文
雄
、
少
納
言
兼
侍
従
従

五
位
下
橘
朝
臣
春
行
は
、
西
寺
綱
所
に
遣
わ
さ
れ
、
宣
命
を
伝
え
た
。
延
喜
太
政

官
式
に
「
凡
そ
僧
綱
を
任
ぜ
ん
に
は
、弁
官
、預
め
式
部
・
治
部
等
の
省
に
仰
せ
よ
。

其
の
日
勅
使
の
参
議
〈
宣
命
の
文
を
賜
へ
〉
及
び
少
納
言
・
弁
・
式
部
輔
・
治
部

輔
・
玄
蕃
頭
等
各
一
人
を
遣
は
し
、
共
に
僧
綱
所
に
向
か
ひ
〈
僧
綱
所
に
預
め
座

を
設
け
よ
〉、
勅
使
、
宣
命
文
を
以
て
少
納
言
に
授
け
よ
」
と
あ
る
。
勅
使
に
は
、

参
議
、
少
納
言
、
弁
等
が
選
ば
れ
る
わ
け
だ
が
、
今
回
で
い
え
ば
、
是
善
が
参
議
、

文
雄
が
弁
、
春
行
が
少
納
言
と
な
る
。

　

同
年
十
一
月
二
十
五
日
、
正
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
。
朔
旦
冬
至
に
よ
る
授
位

で
あ
る
。

　

十
二
月
三
日
に
、
左
右
京
識
・
五
畿
内
に
勅
が
下
り
、
先
例
に
よ
れ
ば
、
班
田

使
を
遣
わ
し
て
班
田
を
行
う
べ
き
だ
が
、
今
回
は
特
に
「
国
宰
」（
国
司
）
に
委

ね
る
こ
と
と
な
っ
た（
42
）。

そ
し
て
、
八
日
に
は
参
議
源
舒
以
下
四
名
に
、「
身
は
京

師
に
在
り
て
、
遙
か
に
其
の
事
を
摂
す
」
と
、
京
に
い
な
が
ら
畿
内
の
班
田
を
検

校
さ
せ
た
。
国
司
の
監
督
役
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
二
十
一
日
に
四
名
が
山
城

国
に
遣
わ
さ
れ
て
、班
田
の
事
を
国
司
と
と
も
に
行
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

勅
に
よ
れ
ば
、
山
城
国
は
「
地
は
京
輦
に
接
し
、
人
は
権
豪
多
」
い
の
で
、「
班

給
の
務
」
に
対
し
て
、「
将
に
妨
を
成
さ
ん
と
す
る
」
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

遣
わ
さ
れ
た
の
は
以
下
の
四
名
で
、
文
雄
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　

左
少
弁
正
五
位
下
兼
行
大
学
頭
巨
勢
朝
臣
文
雄

　
　

諸
陵
助
正
六
位
上
林
朝
臣
忠
範

　
　

主
計
少
属
従
六
位
下
小
野
朝
臣
安
影

　
　

左
京
少
属
従
七
位
上
春
滝
宿
禰
春
岳

　

こ
の
四
人
に
つ
い
て
は
「
実
務
に
明
る
い
連
中
が
派
遣
さ
れ
た
感
」
が
あ
る
と

も
評
価
さ
れ
て
い
る（
43
）。

な
お
、
官
人
派
遣
は
、
山
城
国
以
外
で
も
行
わ
れ
、
元
慶

七
年
十
一
月
十
七
日
に
は
、
大
和
国
と
河
内
国
に
も
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
河
内
国

に
は
、
文
雄
の
弟
・
文
主
も
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
元
慶
度
が
、
最
後
の
畿
内
班
田
で
あ
る
。

　

同
年
十
二
月
四
日
、
清
和
上
皇
が
崩
御
し
、
翌
日
、
皇
女
で
あ
る
斎
宮
・
識
子

内
親
王
が
退
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
三
日
に
文
雄
を
斎
宮
奉
迎
使
と
す
る
宣

旨
が
下
っ
た
（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
一
）。
ち
な
み
に
、
こ
の
宣
旨
を
奉
行
し
た
の

は
、
弟
の
文
宗
で
あ
る
。

　

翌
元
慶
五
年
正
月
二
十
八
日
、
従
四
位
下
恒
基
王
と
と
も
に
、
奉
迎
に
向
か

っ
た（
44
）。

　

延
喜
斎
宮
寮
式
に
よ
れ
ば
、「
五
位
・
六
位
各
一
人
は
堺
上
に
祗
候
し
、
弁
一

人
は
史
生
・
官
掌
各
一
人
を
率
ゐ
て
斎
宮
に
参
り
、
検
校
し
て
帰
り
発
た
し
め
よ
」

と
あ
り
、
左
少
弁
で
あ
っ
た
文
雄
は
、
斎
宮
ま
で
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
元
慶

五
年
正
月
十
五
日
の
太
政
官
符
に
よ
れ
ば
、
斎
宮
は
、
二
月
二
十
二
日
に
出
立
し
、

「
大
和
道
自
り
、
山
城
河
陽
宮
を
経
て
、
摂
津
難
波
海
に
至
り
て
解
除
。
彼
自
り

都
に
入
る
べ
し
」
と
の
予
定
に
な
っ
て
い
た
。
斎
宮
の
帰
京
に
は
十
日
ほ
ど
か
か

る
の
で
（『
江
家
次
第
』
巻
十
二
・
斎
宮
帰
京
次
第
）、
三
月
初
に
は
、
文
雄
も
帰
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京
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

文
雄
は
、
元
慶
五
年
七
月
に
右
中
弁
に
転
じ
た
（
前
述
）。
元
慶
八
年
三
月
九

日
に
右
中
弁
・
大
学
頭
か
ら
離
れ
て
越
前
守
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
の

任
と
な
る
。

　

文
雄
の
右
中
弁
時
代
の
右
弁
官
局
を
概
観
す
れ
ば
、『
弁
官
補
任
』
に
よ
れ
ば
、

橘
広
相
が
元
慶
五
年
二
月
十
五
日
に
右
大
弁
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
文
雄
離
任
時

も
右
大
弁
で
あ
る
。
上
司
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
広
相
は
、
以
前
文
雄
と
と
も
に

文
章
博
士
を
務
め
て
い
た
。

　

右
少
弁
と
し
て
、『
弁
官
補
任
』
元
慶
八
年
に
、
従
五
位
上
藤
原
佐
世
、
従
五

位
下
平
季
長
が
見
え
る
。
佐
世
は
、元
慶
七
年
正
月
七
日
に
右
少
弁
と
し
て
見
え
、

仁
和
二
年
正
月
十
六
日
に
左
少
弁
に
転
じ
て
い
る
。
一
時
期
同
僚
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
季
長
は
、
元
慶
七
年
正
月
十
一
日
に
「
陸
奥
守
従
五
位
上

兼
守
左
近
衛
権
少
将
平
朝
臣
季
長
を
上
野
権
介
と
為
す
。
余
官
故
の
如
し
」
と
見

え
、
仁
和
二
年
六
月
十
九
日
に
「
従
五
位
上
守
左
近
衛
権
少
将
平
朝
臣
季
長
を
右

中
弁
と
為
す
」
と
あ
り
、
元
慶
八
年
に
従
五
位
下
右
少
弁
と
す
る
『
弁
官
補
任
』

と
齟
齬
す
る
。

　

元
慶
六
年
六
月
二
十
六
日
、右
相
撲
司
に
任
じ
ら
れ
た
。
同
年
七
月
二
十
九
日
、

三
十
日
に
い
ず
れ
も
紫
宸
殿
で
相
撲
御
覧
が
行
わ
れ
た
。

　

元
慶
八
年
二
月
二
十
三
日
、
従
四
位
下
を
授
け
ら
れ
た
。
光
孝
天
皇
即
位
の
日

で
あ
る
。こ
の
授
位
記
事
で
文
雄
は
、「
右
中
弁
兼
大
学
頭
紀
伊
守
巨
勢
朝
臣
文
雄
」

と
し
て
見
え
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
紀
伊
守
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
右
中
弁
・

大
学
頭
兼
任
な
の
で
遙
任
で
あ
る
。
但
し
、
い
つ
か
ら
守
を
兼
任
し
た
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
。『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
六
年
六
月
二
十
一
日
条
で
は
、「
正
五
位

下
守
右
中
弁
兼
行
大
学
頭
巨
勢
朝
臣
文
雄
」
と
見
え
、
元
慶
七
年
三
月
四
日
の
太

政
官
牒
（『
平
安
遺
文
』
4544
、
補255
）
に
は
、「
正
五
位
下
守
右
中
弁
兼
行
大
学
頭
紀

伊
守
巨
勢
朝
臣
」
と
し
て
見
え
る（
45
）。

元
慶
七
年
正
月
十
一
日
及
び
二
月
十
四
日
に

除
目
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
い
ず
れ
か
の
日
に
任
じ
ら
れ
た
か
。

　

元
慶
八
年
三
月
九
日
、「
従
四
位
下
行
右
中
弁
兼
大
学
頭
紀
伊
守
巨
勢
朝
臣
文

雄
を
越
前
守
と
為
す
」
と
越
前
守
に
任
じ
ら
れ
た
。
右
中
弁
・
大
学
頭
を
離
れ
て

の
地
方
赴
任
で
あ
る
。
六
十
一
歳
で
あ
る
。

　

文
雄
は
七
年
に
亙
っ
て
弁
官
を
務
め
た
が
、
そ
れ
以
前
の
文
章
博
士
時
代
が
、

学
儒
と
し
て
議
文
や
講
書
に
携
わ
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
弁
官
時
代
は
、
実
務
に

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
太
政
官
牒
に
文
雄
の
位
署
が
残

る
も
の
が
あ
る
。『
平
安
遺
文
』
の
番
号
で
列
挙
す
れ
ば
、
4526
（
元
慶
二
年
五
月

二
十
七
日
）、4532
（
同
四
年
二
月
十
四
日
）、4533
（
同
上
）、3534
（
同
年
三
月
二
十
九
日
）、

4537
（
同
八
月
二
十
九
日
）、
4544
（
同
七
年
三
月
四
日
）、
補255
（
同
上
）
で
あ
る
。
こ

の
内
、
4533
に
は
文
雄
の
自
署
が
残
る
。

248



奈　良　大　学　紀　要　第38号 56

－　 －

五
、
越
前
守
前
後
│
道
真
と
の
交
流
│

　

元
慶
八
年
三
月
九
日
、
文
雄
は
越
前
守
に
任
じ
ら
れ
た
。
初
め
て
の
地
方
官
赴

任
で
あ
る（
46
）。

　

越
前
守
離
任
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
仁
和
二
年
六
月
以
降
に
詠
ま
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
、
菅
原
道
真
「
憶
諸
詩
友
、
兼
奉
寄
前
濃
州
田
別
駕
」（『
菅
家
文
草
』

巻
四
・
263
）
に
「
巨
明
府
劇
官
将
に
満
ち
ん
と
す
、
安
別
駕
煩
代
未
だ
行
は
れ
ず
」

と
あ
り
、「
巨
明
府
」（
＝
文
雄
）
の
任
期
が
満
ち
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
仁

和
二
年
秋
頃
に
は
越
前
守
を
離
れ
た
ら
し
い
（
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　

越
前
守
時
代
の
同
僚
に
つ
い
て
『
国
司
補
任（
47
）』

を
確
認
す
れ
ば
、介
と
し
て
は
、

源
悦
が
元
慶
八
年
五
月
二
十
六
日
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』
延
喜

十
九
年
）。
悦
は
、
仁
和
元
年
正
月
十
六
日
に
任
右
衛
門
大
尉
（
同
前
）
で
、
後

任
に
、
浄
野
宮
雄
が
正
月
十
六
日
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
助
教
兼
任
な
の
で
、
遙

任
で
あ
ろ
う
（
仁
和
二
年
二
月
七
日
の
釈
奠
に
参
加
し
て
い
る
）。
宮
雄
は
、
仁

和
二
年
二
月
二
十
一
日
に
左
京
権
亮
に
遷
っ
て
い
る
。
同
日
、
助
教
中
原
月
雄
が

介
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
助
教
を
兼
任
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
月
雄
は
、

同
年
六
月
十
九
日
に
、
任
讃
岐
権
掾
で
、
助
教
も
と
の
如
し
。
こ
の
同
日
に
、
春

岳
冬
道
が
任
越
前
介
で
、
冬
道
は
赴
任
し
た
ら
し
い
。
な
お
、
仁
和
元
年
二
月

二
十
日
に
「
前
越
前
介
従
五
位
下
平
朝
臣
好
風
を
大
宰
少
弐
と
為
す
」
と
あ
り
、

平
好
風
が
こ
れ
以
前
に
介
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
文
雄
と
同
時
期
か
は
不
明
で
あ

る
。

　

権
介
と
し
て
は
、
源
双
が
元
慶
八
年
三
月
九
日
に
、
藤
原
恒
泉
が
仁
和
二
年
二

月
十
六
日
に
見
え
る
。

　

掾
と
し
て
は
、
紀
有
世
が
仁
和
元
年
に
越
前
掾
か
ら
少
外
記
に
遷
っ
て
い
る

（『
外
記
補
任
』）。
少
掾
と
し
て
は
、
文
章
得
業
生
藤
原
春
海
が
仁
和
二
年
五
月

二
十
六
日
に
越
前
少
掾
と
し
て
見
え
る
（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
）。

　

文
雄
は
赴
任
し
た
が
、
介
は
皆
遙
任
で
あ
る
。
任
地
で
の
文
雄
は
、
介
の
不
在

も
あ
り
、
守
と
し
て
多
忙
を
極
め
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
文
雄
の
外
吏
赴
任
は
、ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
弁
官
・

大
学
頭
か
ら
の
転
任
で
あ
り
、
左
遷
と
解
釈
す
る
向
き
も
あ
る（
48
）。

　

彌
永
貞
三（
49
）
　

は
、
菅
原
道
真
の
任
讃
岐
守
を
緒
と
し
て
光
孝
天
皇
即
位
前
後
の
人

事
を
分
析
し
、「
文
人
派
」
の
後
退
・
交
替
現
象
を
見
て
い
る
。
彌
永
は
、
大
蔵

善
行
閥
の
進
出
と
菅
家
学
閥
の
分
裂
を
想
定
し
て
い
る
。
確
か
に
、全
体
的
に「
文

人
派
」
の
退
潮
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
様
相
は
一
様
で
は
な
い
。
大
蔵
善
行

閥
の
存
在
に
つ
い
て
は
反
論
も
あ
る（
50
）。

但
し
、
彌
永
が
い
う
よ
う
に
、
摂
関
家

と
の
繋
が
り
は
重
要
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
善
行
は
藤
原
基
経
の
侍
読
で
あ
っ
た
し

（『
二
中
歴
』
第
二
・
摂
関
侍
読
）、
菅
家
学
閥
で
あ
り
な
が
ら
、
讃
岐
守
へ
転
出

し
た
道
真
の
後
任
と
し
て
式
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
た
藤
原
佐
世
は
、
善
行
と
同
じ

く
基
経
の
侍
読
と
な
り
（
同
前
）、家
司
で
あ
っ
た
と
も
い
う
（『
江
談
抄
』
巻
一
・

34
）。

　

し
か
し
、
菅
家
学
閥
と
目
さ
れ
る
菅
原
宗
岳（
51
）
　

が
、
仁
和
二
年
正
月
十
六
日
に
少

外
記
か
ら
大
外
記
に
昇
進
し
て
い
る
が
（『
外
記
補
任
』）、
摂
関
家
と
の
関
係
は

明
ら
か
で
は
な
く
、
摂
関
家
と
は
無
関
係
の
昇
進
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

247



滝川：巨勢文雄考57

－　 －

　

以
上
の
ご
と
く
、「
文
人
派
」
の
退
潮
・
交
替
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事

情
が
伏
在
し
て
お
り
、
摂
関
家
と
の
関
わ
り
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
が
、
一
概
に
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

文
雄
の
任
越
前
守
に
つ
い
て
も
、
そ
の
事
情
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
文
雄
の

任
国
・
越
前
に
は
、
儒
者
が
多
く
任
じ
ら
れ
、「
詩
国
」（
大
江
匡
衡
「
餞
越
州
刺

史
赴
任
」『
江
吏
部
集
』
巻
中
）
と
呼
ば
れ
る（
52
）。

北
陸
に
は
渤
海
使
が
到
着
す
る

こ
と
が
多
い
故
に
、
儒
者
が
任
じ
ら
れ
た
り
、
文
章
生
が
文
章
生
外
国
と
し
て
任

じ
ら
れ
た（
53
）。

文
雄
の
任
越
前
守
に
も
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、『
国
司
補
任
』
を
見
て
も
、
文
雄
前
後
で
越
前
国
司
に
任
じ
ら
れ
た
儒
者
は
、

多
く
が
遙
任
で
あ
る
。
六
十
一
歳
で
の
外
吏
赴
任
は
、
詩
国
・
越
前
と
は
い
え
、

左
遷
の
意
味
合
い
が
強
い
よ
う
に
感
じ
る
。
但
し
、
左
遷
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ

の
理
由
は
分
か
ら
な
い
。
摂
関
家
と
近
し
い
関
係
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
敵

対
す
る
ほ
ど
の
存
在
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
文
雄
の
弟
・

文
宗
も
、
仁
和
元
年
正
月
十
六
日
に
、
大
外
記
か
ら
河
内
介
に
転
じ
て
い
る（
54
）。

こ

れ
も
左
遷
で
あ
ろ
う
か
。

　

越
前
守
時
代
の
文
雄
の
事
績
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
菅
原
道
真
に
、
こ
の
当

時
の
文
雄
に
関
わ
る
詩
が
あ
る
。

近
曾
有
自
京
城
至
州
者
。
誦
出（
55
）
　

一
絶
云
、
是
越
州
巨
刺
史
、
秋
夜
夢
菅
讃

州
之
詞
也
。
予
握
筆
而
写
。
写
竟
興
作
、
聊
製
一
篇
、
以
慰
悲
感
。

　
　

北
山
南
海
隔
皇
城　

北
山
南
海　

皇
城
を
隔
つ

　
　

煙
水
蒙
籠
夢
裏
情　

煙
水
蒙
籠
た
り　

夢
裏
の
情

　
　

時
節
暗
逢
流
涙
気　

時
節
暗
か
に
逢
ふ　

流
涙
の
気

　
　

州
名
自
有
断
腸
声　

州
名
自
ら
有
り　

断
腸
の
声

　
　

莫
因
道
遠
称
孤
立　

道
遠
き
に
因
り
て　

孤
立
す
と
称い

ふ
こ
と
莫
か
れ

　
　

嫌
被
人
知
会
五
更　

人
に
知
ら
れ
て　

五
更
に
会
ふ
こ
と
を
嫌
ふ

　
　

若
使
神
交
同
面
拝　

若
し　

神
交
を
し
て
面
拝
に
同
ぜ
し
め
ば

　
　

不
辞
夜
々
冒
寒
行　

夜
　々

寒
を
冒
し
て
行
く
を
辞
せ
ざ
ら
ん

（『
菅
家
文
草
』
巻
三
・
198
）

　
『
菅
家
文
草
』
の
排
列
か
ら
仁
和
二
年
秋
の
作
と
思
わ
れ
る
。
道
真
は
こ
の
年

の
正
月
十
六
日
に
讃
岐
守
に
任
じ
ら
れ
て
、
讃
岐
に
赴
任
し
て
い
た
。

　

近
頃
、
都
か
ら
讃
岐
に
来
た
も
の
が
い
て
、
一
絶
を
「
誦
出
」
し
た
が
、
そ
れ

は
越
前
守
巨
勢
文
雄
の
「
秋
夜
菅
讚
州
を
夢
む
」
の
「
詞
」
で
あ
っ
た
。
道
真
は

筆
を
執
っ
て
そ
れ
を
写
し
、
写
し
終
え
て
興
が
起
こ
り
、
一
篇
を
作
り
、「
悲
感
」

を
慰
め
た
と
い
う
。

　

文
雄
が
、「
秋
夜
菅
讚
州
を
夢
む
」
と
い
う
詩
を
詠
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
が
、

こ
の
詩
は
、
都
に
い
る
誰
か
に
送
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。「
自
京
城
至
州
者
」
が

そ
の
当
人
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、「
誦
出
」
し
て
、
そ
れ
を
道
真
が
写
し
た
と

い
う
こ
と
か
ら
、「
自
京
城
至
州
者
」
は
暗
誦
し
て
い
た
だ
け
で
、
別
人
に
送
ら

れ
て
き
た
詩
が
評
判
に
な
っ
て
い
て
、そ
れ
を
道
真
に
伝
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

文
雄
は
、
越
前
の
地
で
道
真
を
夢
に
見
た
と
い
う
の
だ
が
、
こ
れ
以
前
の
二
人

の
交
流
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
文
章
博
士
と
文
章
得
業
生
と
い
う
関
係
以
外
、
知

ら
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
道
真
は
文
雄
を
「
詩
友
」

と
評
し
て
お
り
、
い
つ
か
ら
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
詩
の
遣
り
取
り
な
ど
を
し
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て
い
た
の
で
あ
ろ
う（
56
）。

　

前
半
は
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
悲
し
み
を
詠
む
。
第
五
句
で
「
道
遠
き
に
因
り
て

孤
立
す
と
称
ふ
こ
と
莫
か
れ
」
と
詠
む
の
は
、文
雄
の
詩
に
、道
真
と
離
れ
て
「
孤

立
」
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
表
現
が
あ
っ
た
か
。
第
七
句
、「
神
交
」
は
、
神

霊
の
交
わ
り
。
班
固
「
答
賓
戯
」（『
文
選
』
巻
四
十
五
）
に
「
皆
命
を
俟
ち
て
神

交
し
、
詞
言
の
信の

ぶ
る
所
に
匪
ず
」
と
見
え
、
五
臣
注
に
「
皆
天
命
を
待
つ
は
、

是
れ
神
霊
の
交
に
し
て
、
詞
言
游
説
の
相
信
ぶ
る
所
に
匪
ざ
る
也
」
と
あ
る
。
夢

で
会
う
こ
と
を
「
神
交
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
面
拝
」
は
、
直
接
会
っ

て
拝
顔
す
る
こ
と
。『
礼
記
』（
郊
特
牲
）
に
「
大
夫
献
ず
る
こ
と
有
る
と
き
親み
づ
から

せ
ず
、君
賜
ふ
も
の
有
る
と
き
面
拝
せ
ず
。
君
の
己
に
答
へ
ん
が
為
也
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
現
実
に
文
雄
を
会
う
こ
と
を
い
う
。
尾
聯
は
、
夢
で
会
う
こ
と
が
、

現
実
に
会
う
こ
と
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
毎
晩
、
こ
の
秋
の
寒
さ
を
冒
し
て
会
い
に

行
こ
う
と
い
う
。

　

文
雄
が
道
真
の
夢
を
見
、
道
真
は
夢
で
文
雄
に
会
い
た
い
と
願
う
。
二
人
の
関

係
の
深
さ
を
認
め
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
左
遷
さ
れ
て
都
か
ら
離
れ
て
い
る
と

い
う
事
情
も
二
人
に
は
共
通
し
て
い
た（
57
）。

　

次
の
詩
に
は
、
任
期
を
終
え
よ
う
と
す
る
文
雄
が
描
か
れ
て
い
る（
58
）。

　
　
　

憶
諸
詩
友
、
兼
奉
寄
前
濃
州
田
別
駕

　
　

天
下
詩
人
少
在
京　

天
下
の
詩
人　

京
に
在
る
少ま
れ

な
り

　
　

況
皆
疲
倦
論
阿
衡　

況
ん
や　

皆
阿
衡
を
論
ず
る
に
疲
れ
倦
み
た
る
を
や

　
　
　
〈
伝
聞
、
朝
廷
令
在
京
諸
儒
、
定
阿
衡
典
職
之
論
〉

〈
伝
へ
聞
く
、
朝
廷
在
京
の
諸
儒
を
し
て
、
阿
衡
典
職
の
論
を
定
め
し

む
と
〉

　
　

巨
明
府
劇
官
将
満　

巨
明
府
は　

劇
官
将
に
満
ち
ん
と
す

　
　

安
別
駕
煩
代
未
行　

安
別
駕
は　

煩
代
未
だ
行
は
れ
ず

　
　

南
郡
旱
災
無
所
与　

南
郡
の
旱
災　

与
る
所
無
し

　
　

東
夷
擴
俗
有
何
情　

東
夷
の
擴
俗　

何
の
情
か
有
ら
ん

　
　

君
先
罷
秩
閑
多
暇　

君
先
に
秩
罷
め
て　

閑
に
し
て
暇
多
か
ら
ん

　
　

日
月
煙
霞
任
使
令　

日
月
煙
霞　

使
令
に
任
せ
よ（『

菅
家
文
草
』
巻
四
・
263
）

　

こ
の
詩
は
、
阿
衡
紛
議
に
関
わ
る
作
で
あ
る
。
第
二
句
の
自
注
に
阿
衡
紛
議
に

言
及
す
る
が
、
諸
儒
に
勘
じ
さ
せ
た
の
は
、『
政
事
要
略
』
所
引
『
寛
平
御
記
』

に
よ
れ
ば
仁
和
四
年
六
月
一
日
で
、
御
前
に
お
い
て
橘
広
相
、
藤
原
佐
世
、
中
原

月
雄
ら
に
対
論
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
儒
者
は
勘
文
を
提
出
し
て
い
る（『
政

事
要
略
』
巻
三
十
・
阿
衡
事
）。
道
真
が
い
う
の
は
、御
前
で
の
対
論
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
な
ら
、
こ
の
詩
は
六
月
以
後
の
作
と
な
る
。

　

文
雄
に
関
わ
る
の
は
第
三
句
目
で
あ
る
。「
巨
明
府
は
劇
官
将
に
満
ち
ん
と
す
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
雄
の
任
期
が
満
ち
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ

う
が
、
具
体
的
に
は
、
交
替
政
が
終
り
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

迂
遠
で
は
あ
る
が
、
文
雄
の
後
任
が
決
ま
る
時
期
か
ら
考
證
し
て
み
る
。
文
雄

の
後
任
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
国
司
任
命
を
瞥
見
す
る
と
、
遠
江
介
壬

生
益
成
が
二
月
任
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）、相
模
権
守
源
光
が
三
月
七
日
任
（『
公
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卿
補
任
』）、
近
江
守
橘
広
相
が
二
月
十
日
任
（
同
前
）、
同
介
源
昇
が
二
月
十
日

任
（
同
前
）、
美
濃
介
源
当
時
が
二
月
十
日
任
（
同
前
）、
備
前
権
介
藤
原
敏
行
が

正
月
任
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）、
長
門
守
菅
原
宗
岳
が
二
月
十
日
任
（『
外
記
補

任
』）、
讃
岐
権
大
掾
藤
原
清
貫
が
二
月
十
日
任
（『
公
卿
補
任
』）、
肥
前
守
橘
清

樹
が
二
月
十
日
任
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
と
な
る
。
ま
た
、『
日
本
紀
略
』
仁

和
四
年
二
月
十
日
条
に
「
除
目
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
勘
案
す
る
に
、
恐
ら
く
、
二

月
十
日
に
地
方
官
除
目
も
行
わ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

文
雄
が
任
じ
ら
れ
た
越
前
は
中
国
で
、
後
任
者
の
装
束
仮
は
三
十
日
で
あ
る（
59
）。

行
程
は
、
下
り
四
日
、
海
路
六
日
で
（
延
喜
主
計
式
上
）、
後
任
者
は
、
三
〇
日

＋
四
日
＋
六
日
＝
四
十
日
以
内
に
越
前
に
着
き
、交
替
政
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

後
任
者
は
二
月
十
日
任
で
あ
る
か
ら
、
四
十
日
後
の
三
月
中
旬
ま
で
に
到
着
す
る

こ
と
に
な
る
。
交
替
（
前
司
と
の
分
付
受
領
）
は
百
二
十
日
以
内
と
規
定
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
七
月
中
旬
ま
で
に
交
替
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
句
で
「
劇
官
将
に

満
ち
ん
と
す
」
と
あ
る
の
は
、
交
替
政
が
終
わ
り
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
い

う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
こ
の
詩
を
六
月
以
降
の
作
と
推
測
し
た
が
、
そ
れ

と
も
齟
齬
し
な
い
。

　

な
お
、
四
句
目
は
、
上
野
介
安
倍
興
行
の
交
替
政
が
ま
だ
始
ま
ら
な
い
こ
と
を

い
う
と
考
え
ら
れ
る（
60
）。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
後
任
者
が
や
っ
て
来
て
、
交
替
政
（
分
付
受
領
）
が
終
り

に
近
づ
き
、
文
雄
が
国
守
と
い
う
激
職
か
ら
漸
く
解
放
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

道
真
の
詩
は
、
阿
衡
論
議
で
在
京
の
諸
儒
が
疲
れ
倦
ん
で
い
る
様
子
を
描
き
つ

つ
、在
京
し
て
い
な
い
詩
人
で
も
、文
雄
は
、交
替
政
が
漸
く
終
わ
る
頃
、興
行
は
、

ま
だ
交
替
政
が
始
ま
ら
な
い
頃
で
、
激
務
が
続
く
様
子
を
詠
む
。
頸
聯
で
は
、
讃

岐
に
い
る
自
分
の
こ
と
を
詠
む
が
、「
南
海
の
讃
岐
の
旱
魃
に
は
、
も
う
手
の
ほ

ど
こ
し
よ
う
も
な
い
、
東
国
の
夷
狄
の
荒
々
し
さ
に
、
何
の
気
持
ち
が
生
じ
よ
う

か
（
こ
ち
ら
は
多
忙
で
何
の
心
情
も
生
じ
な
い
）」
と
、
や
は
り
国
司
と
し
て
の

多
忙
を
詠
ん
で
い
る
と
考
え
る
。
詩
題
に
い
う
「
詩
友
」
は
、
在
京
の
も
の
で
も

阿
衡
論
議
に
倦
み
疲
れ
て
い
る
し
、
外
吏
と
し
て
い
る
文
雄
・
興
行
も
交
替
事
務

で
激
務
、
そ
し
て
、
自
分
自
身
も
国
司
の
職
務
で
多
忙
を
極
め
て
い
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
尾
聯
で
は
、
既
に
美
濃
介
の
任
期
を
終
え
た
忠
臣
に
対
し
て
「
閑
に
し

て
暇
多
か
ら
ん
」、
だ
か
ら
「
日
月
煙
霞
に
指
図
し
て
意
の
ま
ま
に
用
い
よ
」
と

い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
詩
を
賦
す
こ
と
を
指
す
。
激
務
多
忙
で
詩
を
詠
む
暇
も

な
い
詩
友
た
ち
の
中
で
、
唯
一
「
閑
」
が
あ
る
忠
臣
に
、
詩
を
詠
む
こ
と
を
勧
め

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
詩
は
、
ま
た
、
讃
岐
、
越
前
、
上
野
、
京
と
離
れ
て
い
る
の
に
拘
わ
ら
ず
、

道
真
が
詩
友
の
情
況
を
よ
く
つ
か
ん
で
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

　

文
雄
の
越
前
守
時
代
の
資
料
は
以
上
で
す
べ
て
で
あ
る
。
越
前
守
と
し
て
ど
の

よ
う
な
業
績
を
上
げ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

文
雄
は
、前
述
し
た
よ
う
な
交
替
政
を
終
え
て
都
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
以
後
、

文
雄
の
動
静
は
し
ば
ら
く
途
絶
え
る
が
、
寛
平
二
年
九
月
九
日
の
重
陽
宴
に
文
人
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と
し
て
参
加
し
た
ら
し
い
。

寛
平
二
年
、
巨
勢
文
雄
、
安
倍
興
行
、
本
任
放
還
を
進
ず
と
雖
も
、
新
格
の

旨
に
依
り
て
未
だ
諸
司
に
下
さ
ず
。
前
讃
岐
介
菅
原
道
ー
、
未
だ
放
還
せ
ざ

る
間
入
京
す
。
件
三
人
式
部
省
文
人
簿
に
載
せ
ず
。
仍
り
て
勅
有
り
て
之
れ

を
召
す
。　
　
　
　
　
　
（『
撰
集
秘
記
』
九
月
九
日
所
引
『
清
涼
記
』
書
入
）

　

文
雄
、
興
行
、
道
真
は
、
文
人
簿
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
勅
に

よ
っ
て
参
加
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
道
真
の
場
合
は
、「
未
だ
放
還
せ
ざ
る
間
入

京
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
道
真
自
身
「
予
州
秩
已
に
満
ち
、
符
を
被
ぶ

り
て
京
に
在
り
。
分
付
の
間
、
朝
士
に
接
せ
ず
」（『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
327
詩
題

自
注
）
と
記
す
よ
う
に
、
京
に
い
な
が
ら
、
通
常
現
地
で
な
さ
れ
る
分
付
受
領
を

行
っ
て
い
る
こ
と
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
文
雄
と
興
行
の
場
合
は
、
よ
く
分
か

ら
な
い
。
文
雄
は
、『
菅
家
文
草
』（
巻
四
・
330
）
で
は
「
前
越
州
巨
刺
史
」
と
見

え
る
の
だ
が
（
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
後
述
）、
こ
の
作
は
寛
平
二
年
成
立
と
推
測

さ
れ
、
文
雄
は
、
越
前
守
を
終
え
た
も
の
の
、
い
ま
だ
に
次
の
官
に
就
け
な
か
っ

た
ら
し
い
。
興
行
は
、
上
野
介
か
ら
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
二
中
歴
』

第
二
・
儒
職
歴
・
文
章
博
士
）。
両
人
と
も
「
本
任
放
還
を
進
ず
」
と
い
う
の
だ

か
ら
問
題
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。「
新
格
」
の
内
容
が
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

何
を
指
す
の
か
未
詳
で
あ
る
。

　

文
雄
ら
三
人
は
、
本
来
な
ら
ば
文
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
に
も
拘
わ

ら
ず
、
宇
多
の
勅
に
よ
っ
て
特
別
に
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
三
人

の
詩
才
を
證
明
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
し
、
宇
多
と
の
近
し
さ
を
示
す
の
か
も
知

れ
な
い
。

　

こ
の
重
陽
宴
に
つ
い
て
は
、『
日
本
紀
略
』
に
「
重
陽
宴
有
り
。
題
云
は
く
、

仙
潭
菊
」
と
あ
り
、
道
真
の
作
が
残
る
（『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
328
）。

　

寛
平
二
年
秋
、
道
真
は
「
奉
謝
源
納
言
移
種
家
竹
」（『
菅
家
文
草
』
巻
四
・

329
）
と
い
う
詩
を
賦
し
た
。『
菅
家
文
草
』
の
排
列
か
ら
見
て
、
先
の
重
陽
宴
以

降
の
作
と
推
測
さ
れ
る
。
詩
題
に
い
う
「
源
納
言
」
は
、
当
時
従
三
位
中
納
言
の

源
能
有
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
続
き
、「
近
以
拙
詩
一
首
、
奉
謝
源
納
言
移
種
家
竹
。

前
越
州
巨
刺
史
、
忝
見
詶
和
。
不
勝
吟
賞
、
更
次
本
韻
」（
同
巻
四
・
330
）
の
作

が
見
え
る
。
こ
の
詩
題
に
よ
れ
ば
、
道
真
が
文
雄
に
「
奉
謝
源
納
言
移
種
家
竹
」

を
見
せ
て
（
あ
る
い
は
送
っ
て
）、
そ
れ
に
文
雄
が
答
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
か
。
な
お
、
島
田
忠
臣
に
「
和
前
菅
讃
州
竹
奉
謝
源
納
言
詩
」（『
田
氏
家
集
』

巻
下
・
157
）
の
作
が
あ
る
の
で
、
道
真
は
忠
臣
に
も
こ
の
詩
を
見
せ
た
（
あ
る
い

は
送
っ
た
）
と
考
え
ら
れ
る（
61
）。

こ
こ
で
は
、
330
詩
を
あ
げ
る
。

近
以
拙
詩
一
首
、
奉
謝
源
納
言
移
種
家
竹
。
前
越
州
巨
刺
史
、
忝
見
詶
和
。

不
勝
吟
賞
、
更
次
本
韻

　
　

憔
悴
寒
叢
種
捨
諸　

憔
悴
せ
る
寒
叢　

種
諸こ

れ
を
捨
て
ん
や

　
　

貴
門
分
取
蔭
階
除　

貴
門
分
ち
取
り
て　

階
除
を
蔭
ふ

　
　

偏
思
綵
鳳
随
青
藹　

偏
へ
に
思
ふ　

綵
鳳
の
青
藹
に
随
ふ
を

　
　

豈
料
文
星
降
碧
虚　

豈
料
ら
ん
や　

文
星
の
碧
虚
よ
り
降
る
を

　
　

君
厭
会
稽
閑
翫
久　

君
は
厭
ふ　

会
稽
に
閑
か
に
翫
ぶ
こ
と
久
き
を

　
　

我
憐
梁
苑
迸
生
餘　

我
は
憐
れ
ぶ　

梁
苑
に
迸
生
し
餘
れ
る
を

　
　

琅
玗
好
去
空
籬
下　

琅
玗　

好
し
去
れ
空
籬
の
下
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貿
得
清
詞
玉
不
如　

貿か

へ
得
た
る
清
詞　

玉
も
如
か
ず

　

道
真
の
こ
の
詩
は
「
本
韻
に
次
ぐ
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、文
雄
の
詩
の
韻
は
、諸
、

除
、
虚
、
餘
、
如
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
道
真
の
最
初
の
詩
、
329
詩

の
韻
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
忠
臣
は
、
道
真
詩
と
同
韻
で
作
っ
て
い
る
が
、
文
雄

は
韻
を
変
え
た
ら
し
い
。

　

首
聯
は
、
道
真
邸
の
「
寒
叢
」
で
「
憔
悴
」
し
て
い
た
竹
の
種
が
捨
て
ら
れ
ず

に
、「
貴
門
」（
＝
能
有
邸
）
に
移
植
さ
れ
た
こ
と
を
詠
む
。

　

頷
聯
、
第
三
句
目
は
、
能
有
邸
の
竹
の
様
子
│
五
色
の
鳳
凰
が
竹
の
青
い
靄
に

住
む（
62
）│

を
道
真
が
「
偏
へ
に
思
ふ
」
と
い
い
、
第
四
句
目
は
、「
文
星
」
が
「
碧

虚
」（
＝
青
空
）
か
ら
落
ち
て
く
る
と
は
予
想
外
で
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、「
文

星
」
は
文
運
を
掌
る
星
。
劉
禹
錫
「
酬

州
令
狐
相
公
官
舍
言
懐
見
寄
兼
呈
楽
天
」

に
「
已
に
戎
路
に
通
じ
て
黄
石
に
逢
ひ
、
仍
文
星
を
占
め
て
碧
虚
に
耀
く
」
と
あ

る
の
は
、令
孤
楚
の
文
才
を
讃
え
た
も
の
で
、そ
れ
を
「
文
星
」
を
独
占
し
て
「
碧

虚
」
に
輝
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、「
碧
虚
」
に
輝
く
「
文
星
」
の
ご
と

き
文
雄
の
作
が
送
ら
れ
た
こ
と
を
い
う
。

　

頸
聯
、
第
四
句
は
、
君
＝
文
雄
は
、「
会
稽
」
で
竹
を
賞
翫
す
る
こ
と
に
飽
き

た
で
あ
ろ
う
と
い
う
。「
会
稽
」
の
竹
は
、『
爾
雅
』
に
「
東
南
の
美
は
、
会
稽
の

竹
箭
有
り
」
な
ど
と
見
え
る
が
、
こ
の
「
会
稽
」
は
、
越
前
の
こ
と
を
指
す（
63
）。

つ

ま
り
、
越
前
で
あ
な
た
は
も
う
竹
を
飽
き
る
ほ
ど
賞
翫
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。
後
藤
昭
雄
が
い
う
よ
う
に（
64
）、

文
雄
の
詩
に
、
こ
の
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い

た
か
。
第
六
句
は
、「
梁
苑
」
す
な
わ
ち
能
有
邸
で
竹
が
「
迸
生
」（
勢
い
よ
く
生

え
る
）
す
る
こ
と
を
「
憐
れ
ぶ
」
と
い
う
。「
梁
苑
」
は
、
漢
の
梁
王
の
兎
園
の

こ
と
で
、
竹
が
植
え
ら
れ
て
い
た
（
漢
枚
乗
「
梁
王
兎
園
賦
」『
芸
文
類
聚
』
園

な
ど
）。
こ
こ
で
は
能
有
邸
を
指
す
が
、
梁
王
を
能
有
に
比
す
こ
と
、
道
真
の
原

詩
に
既
に
見
え
て
い
た
。

　

尾
聯
は
、「
琅
玗
」
＝
竹
に
別
れ
を
告
げ
、そ
の
竹
の
お
か
げ
で
、文
雄
の
、「
玉
」

も
及
ば
な
い
「
清
詞
」
を
手
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
詠
む
。

　

詩
題
に
「
吟
賞
に
勝
へ
ず
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
文
雄
の
文
才
を
讃
え
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
越
前
守
時
代
か
ら
こ
こ
ま
で
、
道
真
と
文
雄
の
交
流
が
見
ら
れ
た
。
二

人
の
交
流
は
、
仁
和
頃
か
ら
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
何
を
切
っ
掛
け
に
し
た
の
か
は

分
か
ら
な
い
。
現
存
資
料
の
問
題
も
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
、
文
雄
の
文

章
博
士
時
代
に
、
道
真
が
文
章
得
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
例
え
ば
、
安
倍
興
行
と
道
真
と
の
交
流
は
、
道
真
の
文
章
生
時
代
か
ら

見
え
る
し
、興
行
が
外
吏
と
し
て
任
地
へ
向
か
う
と
き
に
開
か
れ
た
餞
別
宴
に
は
、

道
真
も
参
加
し
て
い
る
。
興
行
が
道
真
と
同
門
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
文
雄
は

興
行
と
異
な
り
、
道
真
と
同
門
で
は
な
い
。
音
人
門
下
で
あ
る
。
そ
う
し
た
理
由

も
あ
り
、
早
く
か
ら
の
交
流
は
見
え
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
道
真
は
文
雄

を
「
詩
友
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
島
田
忠
臣
や
興
行
と
比
べ
れ
ば
、
遅
れ
て
始
ま

っ
た
関
係
で
あ
ろ
う
。
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六
、
死

　

文
雄
は
、『
日
本
紀
略
』
寛
平
四
年
三
月
五
日
条
に
「
修
理
大
夫
兼
勘
解
由
長

官
従
四
位
下
」
と
し
て
見
え
る
。
こ
れ
以
前
に
修
理
大
夫
、
勘
解
由
長
官
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
。
寛
平
二
年
秋
の
時
点
で
散
位
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
後
に
任
じ
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

仁
和
三
年
ま
で
は
、
橘
広
相
が
勘
解
由
長
官
と
し
て
見
え
る
。
寛
平
五
年
三
月

十
五
日
に
道
真
が
勘
解
由
長
官
を
兼
ね
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』
他
）。
寛
平
二
年

に
前
越
前
守
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
勘
解
由
長
官
に
任
じ
ら
れ
た
か
。

恐
ら
く
広
相
の
後
任
で
あ
ろ
う
。

　

修
理
大
夫
に
つ
い
て
は
、
前
任
者
も
未
詳
で
あ
り
、
任
官
時
期
は
明
ら
か
で
な

い
。

　

こ
の
寛
平
四
年
三
月
五
日
条
は
、
文
雄
の
卒
去
の
記
事
で
あ
る
。
六
十
九
歳
。

　

文
雄
の
子
女
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
。
大
江
維
時
の
母
が
、
文
雄

女
で
あ
る
（『
公
卿
補
任
』
天
暦
四
年
）。
つ
ま
り
、
文
雄
女
は
、
大
江
千
古
の
妻

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
千
古
は
、
文
雄
の
師
・
音
人
の
男
で
あ
る
。
文
雄
は
師

の
男
に
女
を
嫁
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
忠
臣
が
女
を
、
師
の
男
で
あ
る
道

真
に
嫁
し
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

　

維
時
は
、
仁
和
四
年
生
で
あ
る（

65
）。

こ
の
時
、
文
雄
女
を
二
十
歳
と
す
る
と
、
貞

観
十
一
年
生
と
な
る
。
文
雄
の
文
章
博
士
時
代
で
あ
る
。

　

文
雄
に
跡
を
継
ぐ
男
が
い
た
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
。
元
慶
七
年
十
月
十
六

日
に
文
章
生
か
ら
得
業
生
に
推
挙
さ
れ
た
巨
勢
里
仁
が
い
る
が
（『
菅
家
文
草
』

巻
十
・
635
）、
文
雄
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
平
安
中
期
の
儒
者

に
巨
勢
為
時
が
い
る
が
、
こ
れ
も
文
雄
の
系
統
か
未
詳
で
あ
る
。
は
っ
き
り
し
て

い
る
の
は
維
時
母
の
み
だ
が
、
維
時
の
系
統
か
ら
は
、
匡
衡
、
匡
房
ら
の
儒
者
が

出
て
お
り
、
そ
こ
に
文
雄
の
血
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
文
雄
の
伝
を
考
證
し
て
き
た
。
味
酒
首
と
い
う
卑
氏
族
の
出
身
で
あ
り

な
が
ら
、
紀
伝
道
に
学
び
、
文
章
博
士
と
し
て
十
年
を
過
ご
し
、
ま
た
、
弁
官
と

し
て
七
年
を
過
ご
し
た
。
光
孝
朝
に
入
っ
て
、
越
前
守
に
左
遷
さ
れ
る
な
ど
、
晩

年
は
不
遇
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
出
自
を
思
え
ば
、
恵
ま
れ
た
生
涯
を

送
っ
た
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

文
雄
の
事
績
を
見
る
と
、
学
儒
の
時
代
（
文
章
博
士
時
代
）
と
実
務
官
僚
の
時

代
（
弁
官
時
代
）
と
に
大
き
く
分
か
れ
る
が
、
師
の
音
人
が
、
東
宮
学
士
を
経
て

左
少
弁
に
転
じ
て
以
降
、
長
く
弁
官
に
あ
っ
て
（
当
初
は
学
士
と
兼
任
）、
実
務

官
僚
と
し
て
過
ご
し
た
経
緯
と
似
て
い
る
。
文
雄
と
同
じ
く
道
真
の
詩
友
で
あ
っ

た
安
倍
興
行
は
、
国
司
を
歴
任
し
、
文
章
博
士
と
な
る
も
の
の
、
最
後
は
、
大
宰

大
弐
で
生
涯
を
終
え
た
ら
し
い
が
、
国
司
と
し
て
良
吏
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
文

雄
も
興
行
も
能
吏
・
良
吏
で
あ
り（

66
）、

道
真
か
ら
「
詩
友
」
と
呼
ば
れ
て
は
い
た
も

の
の
、
道
真
ら
「
詩
人
派
」
よ
り
も
、「
儒
家
派
」
に
近
し
い
存
在
だ
っ
た
と
い
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え
よ
う
。
私
自
身
、
文
雄
や
興
行
ら
の
あ
り
方
こ
そ
が
、
紀
伝
道
の
本
道
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
う
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
他
の
儒
者
の
検
證
を
積
み
重

ね
、
道
真
を
相
対
化
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

注

　（
1
）
拙
稿
「
安
倍
興
行
考
」（
奈
良
大
学
紀
要
36
・
二
〇
〇
八
年
）
も
同
様
の
問
題
意
識
で

執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
以
下
、
正
史
を
出
典
と
す
る
場
合
、
出
典
名
を
省
略
す
る
。

（
3
）
左
右
京
五
畿
内
を
採
録
範
囲
と
す
る
『
新
撰
姓
氏
録
』（
弘
仁
六
年
奉
進
）
に
味
酒
首

が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
嵯
峨
朝
以
降
か
。
文
雄
の
款
に
、
移
貫
に
つ
い
て
「
事
図
諜
に

煥
か
な
り
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
、『
姓
氏
録
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
暗
示

す
る
。『
姓
氏
録
』
を
引
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
姓
氏
録
に
煥
な
り
」
と
記
す
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
に
い
う
「
図
諜
（
図
牒
）」
は
、
天
長
元
年
八
月
五
日
太
政
官
符
「
応
令
諸

国
郡
司
譜
図
諜
一
紀
一
進
事
」（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
七
）
に
見
え
る
、諸
国
が
進
ず
る
「
図

諜
」
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
中
野
高
行
「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
外
記
補
任
』
補
訂
（
Ⅰ
）
〜
（
Ⅳ
）」（
史
学
55
ー

4
〜
56
ー
3
・
一
九
八
六
年
）。

（
5
）
文
宗
は
、道
真
と
同
じ
時
期
に
文
章
生
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
拙
稿
「
道
真
の
同
僚
」（
奈

良
大
学
紀
要
35
・
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
6
）『
除
目
抄
』に「
此
内（
＝
文
章
生
）三
人
被
レ
任
二
外
国
掾
一〈
割
注
略
〉。
多
被
レ
任
二
宰
府
・

北
陸
・
山
陰
等
道
国
掾
一。
是
渤
海
之
客
入
朝
之
時
、問
答
可
レ
有
二
文
章
之
心
一
也
」
と
あ
る
。

（
7
）
少
外
記
の
定
員
は
二
名
。
同
年
八
月
十
三
日
に
山
田
時
宗
が
少
外
記
か
ら
大
外
記
に

転
じ
、
高
岳
五
常
が
同
日
に
少
外
記
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
の
頁
で
示
せ
ば
、
一
〇
、一
四
、一
五
五
、二
四
三
頁
。

（
9
）
古
藤
真
平
「『
登
科
記
』
八
・
九
世
紀
文
章
生
、
文
章
得
業
生
、
秀
才
・
進
士
試
受
験

者
一
覧
（
稿
）」（
國
書
逸
文
研
究
24
・
一
九
九
一
年
）。

（
10
）
助
道
は
、
貞
観
九
年
に
大
外
記
の
ま
ま
卒
し
て
い
る
。
五
十
九
歳
（『
外
記
補
任
』）。

文
雄
よ
り
十
四
歳
年
長
で
、
対
策
に
は
落
第
し
て
い
る
（『
菅
家
文
草
』
巻
一
・
47
）。
忠

臣
、道
真
、興
行
ら
と
の
交
流
が
あ
っ
た
ら
し
く
、是
善
門
下
と
推
測
さ
れ
る
。
拙
稿
「
安

部
興
行
考
」（
前
掲
）
参
照
。

（
11
）
後
藤
昭
雄
「
大
江
音
人
│
「
在
朝
の
通
儒
」
│
」（『
平
安
朝
漢
文
学
論
考　

補
訂
版
』

勉
誠
出
版
・
二
〇
〇
五
年
、
一
九
八
〇
年
初
出
）。

（
12
）
但
し
、
音
人
は
、
承
和
の
変
に
巻
き
込
ま
れ
て
承
和
九
年
か
ら
十
一
年
ま
で
尾
張
に

配
流
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
延
暦
二
十
一
年
六
月
八
日
格
（
撰
叙
令
集
解
・
秀
才
出
身
条
所
引
）
に
よ
る
。
野
村

忠
夫
「
官
人
出
身
法
の
構
造
│
慶
雲
三
年
二
月
十
六
日
条
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
律
令
官
人

制
の
研
究　

増
訂
版
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
〇
年
、
一
九
六
二
年
初
出
）
参
照
。

（
14
）
岸
野
幸
子
「
文
章
科
出
身
者
の
任
官
と
昇
進
│
蔵
人
と
の
関
係
を
中
心
に
│
」（
お
茶

の
水
史
学
42
・
一
九
九
八
年
）
の
「
表
Ⅰ
│
2
」
参
照
。

（
15
）
な
お
、
款
に
い
う
「
酒
之
為
レ
用
、
唯
レ
貴
レ
成
レ
礼
、
耽
淫
之
失
、
鑑
誡
攸
レ
深
」
は
、

『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
二
十
二
年
の
「
君
子
曰
、
酒
以
成
レ
礼
。
不
レ
継
二
以
淫
一
義
也
。
以

君
成
レ
礼
、
弗
レ
納
二
於
淫
一
仁
也
」
に
基
づ
く
。「
味
酒
」
と
い
う
姓
自
体
、
酒
造
と
酒
礼

に
関
わ
っ
て
与
え
ら
れ
た
か
。

（
16
）『
毛
詩
』
小
雅
「

弁
」
の
「
兄
弟
匪
レ
他
」
に
基
づ
く
。

（
17
）『
御
遺
告
』に「（
空
海
）経
二―
遊
大
学
一、
従
二
直
講
味
酒
浄
成
一、
読
二
毛
詩
左
伝
尚
書
一
」
と

あ
る
。
空
海
の
大
学
入
学
は
十
八
歳
な
の
で
（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
三
月
二
十
五

日
条
な
ど
）、
延
暦
十
年
に
直
講
と
し
て
味
酒
浄
成
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
直
講
は
正
七

位
相
当
で
あ
る
。
但
し
、
文
雄
と
の
関
係
は
未
詳
。

（
18
）
後
藤
昭
雄
「「
文
人
相
軽
」」（
前
掲
書
、
一
九
七
三
年
初
出
）。

（
19
）
古
藤
前
掲
論
文
。
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（
20
）
拙
稿
「
内
宴
」「
重
陽
宴
」（『
天
皇
と
文
壇
│
平
安
前
期
の
公
的
文
学
│
』
和
泉
書
院
・

二
〇
〇
七
年
）。

（
21
）（　

）
で
詩
題
を
示
し
て
い
る
の
は
、
正
史
に
詩
題
が
記
さ
れ
ず
、
主
と
し
て
『
菅
家

文
草
』
の
排
列
に
よ
っ
て
推
測
し
た
も
の
。

（
22
）
但
し
、『
清
涼
記
』
内
宴
に
「
公
卿
中
有
二
儒
士
一
召
レ
之
」、『
北
山
抄
』
内
宴
に
「
若

公
卿
中
有
二
儒
者
一
人
一
者
、
不
レ
召
二―
加
他
博
士
一
」
と
あ
っ
て
、
公
卿
中
に
儒
者
が
い
た

場
合
、
博
士
は
召
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
で
あ
れ
ば
、
南
淵
年
名
、
春
澄
良
縄
（
貞

観
十
二
年
薨
）、
大
江
音
人
、
菅
原
是
善
（
貞
観
十
四
年
〜
）
が
公
卿
で
あ
る
。

（
23
）
議
に
つ
い
て
は
、
川
尻
秋
生
「
日
本
古
代
に
お
け
る
「
議
」」（
史
学
雑
誌
110
│
3
・

二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。
川
尻
に
よ
れ
ば
、
正
史
に
残
さ
れ
た
「
議
」
は
、
合
議
の
意
で

は
な
く
、「
中
国
に
起
源
を
持
つ
政
策
立
案
方
法
の
「
議
」」
と
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
。

そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、「
天
皇
か
ら
勅
に
よ
り
諮
問
す
べ
き
案
件
お
よ
び
回
答
す
べ

き
人
物
が
指
名
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
そ
の
人
々
に
よ
っ
て
議
文
が
提
出
さ
れ
、
天
皇
が
誰

の
議
文
に
よ
る
か
を
勅
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
議
文
の
提
出
後
、
天

皇
が
決
定
す
る
ま
え
に
、
公
卿
会
議
に
か
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
説
明
す

る
。
こ
の
議
も
後
文
に
「
公
卿
本
二
乎
漢
家
之
故
事
一、
斟
二―
酌
礼
度
之
所
一レ
宜
、
取
二
文
雄

議
一
而
奏
」
と
あ
る
の
で
、
公
卿
会
議
に
か
け
ら
れ
た
場
合
に
当
た
る
。

（
24
）
以
上
は
、
文
言
か
ら
『
晉
書
』
礼
志
中
に
基
づ
く
と
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、
文
雄
の

議
文
に
は
、
こ
の
後
に
「
故
仲
尼
書
レ
之
。
不
二
復
追
貶
一。
合
二
情
礼
一
故
也
。
於
レ
是
、
安

帝
遂
服
二
斉
衰
一
朞
。
百
僚
亦
一
朞
」
と
続
く
の
だ
が
、
こ
の
部
分
は
未
見
で
あ
る
。

（
25
）『
大
唐
開
元
礼
』（
巻
三
・
雑
制
）
か
ら
の
引
用
。

（
26
）
開
元
令
・
喪
葬
令
か
ら
の
引
用
。

（
27
）
養
老
儀
制
令
7
。

（
28
）
養
老
喪
葬
令
2
。

（
29
）『
唐
礼
』
に
は
、
皇
帝
は
大
功
以
上
の
親
族
の
喪
で
は
喪
服
を
着
て
、
政
事
を
視
な
い

こ
と
三
日
と
あ
り
、
本
朝
令
の
、
皇
帝
二
等
以
上
の
親
族
の
喪
で
は
政
事
を
視
な
い
こ
と

三
日
と
定
め
る
の
と
同
じ
と
理
解
し
、『
唐
令
』
の
「
皇
帝
、
皇
太
后
、
皇
后
、
皇
太
子
…
」

は
、
皇
帝
以
下
の
挙
哀
を
定
め
た
も
の
で
、
注
に
「
そ
の
挙
哀
は
皆
素
服
」
と
あ
り
、
喪

服
を
着
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
、
本
朝
令
の
、
天
皇
が
二
等
以
上
の
親
族
の

喪
に
は
錫
紵
を
着
る
と
あ
る
の
と
同
じ
だ
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
30
）
拙
稿
「
安
倍
興
行
考
」（
前
掲
）。

（
31
）
こ
の
議
文
は
、
冒
頭
、「
或
人
問
曰
」
か
ら
始
ま
り
、
議
文
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
。

拙
稿
「
安
倍
興
行
考
」（
前
掲
）
で
も
指
摘
し
た
が
、
議
文
は
天
皇
の
勅
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
が
作
成
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
問
」
が
混
じ
る
こ
と
は
、
本
来
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
の
議
文
に
は
、「
問
」
や
「
答
」
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、

興
行
の
よ
う
に
諸
儒
の
議
論
を
引
用
し
て
成
り
立
つ
も
の
も
あ
る
。
あ
た
か
も
、
合
議
の

内
容
を
記
し
た
ご
と
く
で
、
疑
問
が
残
る
。

（
32
）
橘
広
相
の
議
文
で
も
「
錫
紵
、
是
君
弔
二
臣
喪
一
之
服
、
而
非
二
喪
服
一
也
」
と
い
う
。

（
33
）
こ
の
議
文
に
つ
い
て
は
、
濱
田
寛
「
貞
観
十
三
年
十
月
廿
一
日
応
天
門
勘
文
考
」（
前

掲
）
が
あ
る
。
出
典
な
ど
、
濱
田
論
に
拠
る
。

（
34
）『
晉
書
』
五
行
志
に
よ
る
。

（
35
）
こ
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
濱
田
も
「
文
献
を
検
出
し
得
な
い
」
と
い
う
。

（
36
）
こ
の
引
用
部
分
に
つ
い
て
は
疑
問
も
残
る
。
濱
田
前
掲
論
文
参
照
。

（
37
）
濱
田
前
掲
論
文
。

（
38
）
濱
田
「
貞
観
十
八
年
四
月
十
日
・
十
一
日
大
極
殿
勘
文
考
」（
前
掲
書
）
に
詳
し
い
。

（
39
）
飯
倉
春
武
校
訂
『
弁
官
補
任　

第
一
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
一
九
八
二
年
）。

（
40
）
菅
原
道
真
「
奉
和
兵
部
侍
郎
哭
舍
弟
大
夫
之
作
〈
押
韻
〉」（『
菅
家
文
草
』
巻
二
・

93
）
の
自
注
に
「
大
夫
在
生
、
為
二
大
相
国
之
近
習
一
」
と
あ
る
。「
大
夫
」
が
島
田
良
臣

と
推
測
さ
れ
る
。

（
41
）
清
行
は
、
元
慶
五
年
四
月
二
十
五
日
に
対
策
。
不
第
と
な
っ
た
後
、
同
七
年
丁
第
に

改
判
さ
れ
て
、
大
学
少
允
に
任
じ
ら
れ
た
。
こ
の
任
官
に
つ
い
て
、
所
功
は
「
当
時
の
大

学
頭
は
、
ま
だ
巨
勢
文
雄
で
あ
っ
た
か
ら
、
清
行
が
大
学
寮
の
職
員
に
入
り
え
た
の
は
、
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受
業
師
文
雄
の
配
慮
に
基
づ
く
人
事
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
（
所
功
『
三
善
清
行
』
吉

川
弘
文
館
・
一
九
七
〇
年
）。
し
か
し
、
対
策
及
第
後
の
任
官
は
、
多
く
が
少
内
記
、
大

学
少
允
な
の
で
（
岸
野
前
掲
論
文
）、
特
に
文
雄
の
配
慮
を
考
え
な
く
と
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
清
行
の
対
策
に
関
わ
っ
て
、
所
は
、『
江
談
抄
』（
巻
五
・
44
）
の
説
話
に
記

さ
れ
る
「
清
行
才
名
超
―二
越
於
時
輩
一
」
と
い
う
「
薦
二
清
行
一
状
」
を
、
清
行
の
対
策
の

時
の
も
の
と
し
、「（
こ
の
）
推
挙
状
は
、
得
業
生
が
受
験
資
格
を
得
る
た
め
に
不
可
欠
な

も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
清
行
を
文
章
生
に
推
し
、
文
章
得
業
生
に
選
ん
だ
で
あ
ろ
う

巨
勢
文
雄
と
し
て
は
、
弟
子
の
清
行
を
最
大
級
に
褒
め
讃
え
る
推
挙
状
を
作
っ
て
、
問
答

博
士
の
心
証
を
良
く
し
よ
う
と
努
め
た
に
ち
が
い
な
い
」と
い
う（
前
掲
書
）。
こ
の
状
を
、

対
策
の
た
め
の
「
推
挙
状
」
と
理
解
す
る
の
だ
が
、
対
策
は
、
文
章
博
士
の
挙
を
待
っ
て

課
試
す
べ
き
状
を
省
に
申
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
延
喜
大
学
寮
式
）。
こ
の
時
、
文
雄

は
既
に
文
章
博
士
か
ら
離
れ
て
お
り
、
清
行
の
対
策
に
ど
れ
程
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か

不
明
で
あ
る
。

（
42
）
こ
の
班
田
に
つ
い
て
は
、
筧
敏
生
「
班
田
収
授
制
と
畿
内
」（
名
古
屋
大
学
文
学
部
研

究
論
集
・
史
学
41
・
一
九
九
五
年
）
を
参
照
し
た
。

（
43
）
虎
尾
俊
哉
「
班
田
収
授
法
の
実
施
状
況
」（『
班
田
収
授
法
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
・

一
九
六
一
年
）。

（
44
）
斎
宮
奉
迎
使
に
は
「
大
体
五
位
の
王
が
任
じ
ら
れ
る
」（『
訳
注
日
本
史
料　

延
喜
式

　

上
』
集
英
社
・
二
〇
〇
五
年
）
補
注
。

（
45
）
自
署
は
な
い
も
の
の
帯
び
て
い
る
官
職
か
ら
、
文
雄
と
推
定
で
き
る
。

（
46
）大
江
匡
衡「
請
殊
蒙
天
恩
依
検
非
違
使
労
兼
任
越
前
尾
張
等
国
守
闕
状
」（『
本
朝
文
粋
』

巻
六
・
161
）
に
「
文
章
博
士
任
二
受
領
一
例
」
と
し
て
、「
巨
勢
文
雄
任
二
越
前
守
一
」
を
あ

げ
る
が
、
文
雄
は
文
章
博
士
か
ら
任
じ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
、
文
章
博
士
で
あ

っ
た
匡
衡
が
受
領
に
任
ず
る
こ
と
を
請
う
申
文
で
の
記
述
で
あ
り
、
附
会
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
47
）
宮
崎
康
充
『
国
司
補
任　

第
二
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
。
一
九
八
九
年
）。

（
48
）
彌
永
貞
三
「
仁
和
二
年
の
内
宴
」（『
日
本
古
代
の
政
治
と
史
料
』
高
科
書
店
・

一
九
八
八
年
、
一
九
六
二
年
初
出
）
は
左
遷
と
い
い
、
川
口
久
雄
も
「
明
ら
か
に
左
遷
で

あ
っ
た
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系　

菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』（
岩
波
書
店
・
一
九
六
六
年
）

198
詩
補
注
）
と
い
う
。

（
49
）
彌
永
前
掲
論
文
。

（
50
）
山
本
信
吉
「
三
代
実
録
、
延
喜
格
式
の
編
纂
と
大
蔵
善
行
」（
歴
史
教
育
14
│
6
・

一
九
六
六
年
）。

（
51
）
後
藤
昭
雄
「
紀
長
谷
雄
「
延
喜
以
後
詩
序
」
私
注
」（『
平
安
朝
文
人
志
』
吉
川
弘
文
館
・

一
九
九
三
年
）。

（
52
）
工
藤
重
矩
「
詩
人
歌
人
の
官
職
と
文
学
│
内
記
・
蔵
人
所
・
内
御
書
所
な
ど
│
」

（
日
向
一
雅
編
『
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学
4　

王
朝
文
学
と
官
職
・
位
階
』
竹
林
舎
・

二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
53
）
注
（
6
）
の
『
除
目
抄
』
参
照
。

（
54
）
同
日
に
大
外
記
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
、
大
蔵
善
行
で
あ
る
。

（
55
）
元
禄
版
本
、
日
本
詩
紀
等
に
拠
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
「
書
」
に
作
る
。

（
56
）
道
真
と
文
雄
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
高
兵
兵
「
菅
原
道
真
の
交
友
と
源
能
有
」（
和
漢

比
較
文
学
35
・
二
〇
〇
五
年
）
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
57
）
春
名
宏
昭
「
菅
原
道
真
の
任
讃
岐
守
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
菅
原
道
真
論
集
』
勉

誠
出
版
・
二
〇
〇
三
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
道
真
の
任
讃
岐
守
は
左
遷
で
は
な
い
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
道
真
自
身
は
左
遷
だ
と
思
っ
て
い
た
。

（
58
）
以
下
の
記
述
は
、拙
稿
「
安
倍
興
行
考
」（
前
掲
）
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
諒
承
さ
れ
た
い
。

（
59
）
以
下
、
国
司
の
交
替
に
つ
い
て
は
、
福
井
俊
彦
「『
延
喜
交
替
式
』
に
よ
る
交
替
制
度
」

（『
交
替
式
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
60
）
こ
の
点
は
、
拙
稿
「
安
倍
興
行
考
」（
前
掲
）
参
照
。

（
61
）
こ
の
一
連
の
贈
答
に
つ
い
て
も
、高
前
掲
論
文
に
言
及
が
あ
る
。
ま
た
、後
藤
昭
雄
「
菅

原
道
真
の
詠
竹
詩
」（『
平
安
朝
文
人
志
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
三
年
、
一
九
八
二
年
初
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出
）
も
参
照
。

（
62
）
鳳
凰
が
竹
に
住
む
こ
と
は
、『
韓
詩
外
伝
』
に
「
黄
帝
時
、
鳳
皇
栖
二
帝
梧
桐
一、
食
二

帝
竹
実
一
」、
梁
江
洪
「
和
新
浦
侯
斎
前
竹
詩
」
に
「
願
抽
二
一
莖
実
一、
試
看
二
翔
鳳
来
一
」、

梁
劉
孝
威
「
詠
枯
葉
竹
詩
」
に
「
勿
レ
嫌
二
鳳
不
一レ
至
、
終
当
レ
待
二
聖
明
一
」
な
ど
の
例
が
、

『
芸
文
類
聚
』（
竹
）
に
見
え
る
。

（
63
）
会
稽
山
は
越
州
に
あ
り
、そ
れ
に
准
え
た
か
。
後
藤
「
菅
原
道
真
の
詠
竹
詩
」（
前
掲
）。

（
64
）
後
藤
「
菅
原
道
真
の
詠
竹
詩
」（
前
掲
）。

（
65
）『
公
卿
補
任
』
応
和
三
年
に
よ
れ
ば
、
応
和
三
年
六
月
三
日
薨
、
七
十
六
歳
。

（
66
）
紀
伝
道
出
身
者
は
、
元
来
、
良
吏
・
能
吏
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
菅
原
道
真
に
お
け
る
〈
祖
業
〉」（
伊
井
春
樹
編

『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集　

第
二
集
』
和
泉
書
院
・
一
九
九
九
年
）
参
照
。
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